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一般缶材質表示マーク

平
成
27
年
8
月
か
ら

平
成
28
年
1
月
ま
で
の
行
事
予
定

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

2
／
19　

第
35
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

3
／
6　

第
２
回
活
路
開
拓
委
員
会

3
／
11　

東
京
都
紙
器
工
業
協
同
組
合
役
員

　
　
　
　

懇
談
会

3
／
13　

第
１
回
総
務
委
員
会

3
／
13　

第
５
回
理
事
会
（
役
員
会
）

3
／
18　

東
京
中
央
会
「
平
成
26
年
下
期
情

　
　
　
　

報
連
絡
員
報
告
会
」

3
／
19　

事
務
局
長
協
会「
第
59
回
定
期
総
会
」

3
／
27　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
中
小
企
業

　
　
　
　

支
援
・
施
策
説
明
会
」

4
／
1　

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
会
議

4
／
15　

第
58
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

4
／
17　

監
事
会

4
／
22　

組
合
士
協
会
「
役
員
会
」

4
／
24　

第
１
回
理
事
会
（
役
員
会
）

4
／
27　

東
京
中
央
会
「
小
規
模
事
業
者
持

　
　
　
　

続
化
支
援
事
業
説
明
会
」

5
／
15　

組
合
士
協
会
「
特
別
講
演
会
・
第

　
　
　
　

40
回
通
常
総
会
」

5
／
19　

一
般
缶
経
営
戦
略
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

5
／
19　

第
37
回
通
常
総
会

5
／
28　

東
京
中
央
会
「
第
63
回
通
常
総
会
」

6
／
11　

鉄
二
健
保
組
合「
算
定
基
礎
説
明
会
」

6
／
16　

水
戸
部
武
寿
相
談
役
（
元
理
事
長
）

　
　
　
　

慰
労
会

6
／
23　

第
１
回
流
通
委
員
会

6
／
26　

第
１
回
活
路
開
拓
委
員
会

7
／
3　

第
１
回
常
任
理
事
会

7
／
7　

三
井
生
命
保
険
「
異
業
種
交
流
会
」

7
／
15　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
平
成
27
年

　
　
　
　

度
団
体
情
報
連
絡
会
」

7
／
22　

第
２
回
活
路
開
拓
委
員
会

7
／
24　

第
１
回
財
務
特
別
委
員
会

7
／
24　

臨
時
理
事
会

7
／
24　

第
１
回
Ｐ
Ｒ
委
員
会

7
／
30　

紙
器
工
場
見
学
会

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

4
／
2　

役
員
会

5
／
14　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

5
／
21　

第
47
期
通
常
総
会

7
／
8　

技
術
交
流
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

2
／
5　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
研
修
会
・

　
　
　
　

新
年
会
」

2
／
6　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ー
缶
第
３
弾

　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
投
票
抽
選
会

2
／
20　

鉄
鋼
産
業
取
引
適
正
化
ガ
イ
ド
ラ

　
　
　
　

イ
ン
改
訂
検
討
Ｗ
Ｇ
会
議

3
／
13　

第
５
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

3
／
13　

理
事
会
（
役
員
会
）

3
／
17　

経
済
産
業
省
鉄
鋼
課
工
場
見
学
会

　
　
　
　
（
明
祐
工
業
㈱
柏
の
葉
工
場
）

4
／
2　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

4
／
14　

経
済
産
業
省
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

　
　
　
　

度
に
関
す
る
説
明
会
」

4
／
24　

会
計
監
査

5
／
20　

経
済
産
業
省
「
栄
典
制
度
説
明
会
」

6
／
9　

経
済
産
業
省
鉄
鋼
課
「
平
成
27
年

　
　
　
　

度
鉄
鋼
製
品
業
況
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

6
／
10　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
第
53
期
通

　
　
　
　

常
総
会
」

6
／
12　

第
37
回
定
時
総
会

6
／
12　

第
１
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

6
／
15　

経
済
産
業
省
鉄
鋼
課
「
人
事
異
動

　
　
　
　

歓
送
迎
会
」

6
／
23　

渋
谷
明
彦
前
会
長　

告
別
式

7
／
3　

一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

　
　
　
　

ラ
ム
2
0
1
5

7
／
9　

経
済
産
業
省
鉄
鋼
課
「
人
事
異
動

　
　
　
　

歓
送
迎
会
」

7
／
29　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

2
／
13
〜
14　

研
修
旅
行
「
新
日
鐵
住
金
㈱

　
　
　
　

八
幡
製
鉄
所
」

3
／
21　

第
９
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

8
／
6　

第
１
回
教
育
・
組
織
委
員
会

9
／
11　

事
務
局
長
協
会
「
都
外
研
修
会
」

9
／
16　

第
２
回
流
通
委
員
会

9
／
16　

第
２
回
常
任
理
事
会

9
／
16　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

10
／
7　

東
京
中
央
会
「
中
小
企
業
ト
ッ
プ

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
」

平
成
27
年
2
月
か
ら

　　
　
　
　
7
月
ま
で
の
行
事

組
合
伝
言
板

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

　

平
成
27
年
５
月
14
日
大
阪
府
の
池
田
カ
ン

ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
晴
天
の
下
、
第
１
４
５

回
の
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

◆
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

平
成
27
年
４
月
15
日
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
梅
郷
コ
ー
ス
で
第
58
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を

開
催
。
今
回
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
見
直
し

を
行
っ
た
。
参
加
者
は
21
名
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝  

小
黒
保
満
氏
（
日
進
製
缶
）

　
　
　
　
　
　
　
　

48
・
39
・
87
・
12
・
75

二
位　

中
田
正
和
氏
（
大
成
ブ
リ
キ
印
刷
）

　
　
　
　
　
　
　
　

44
・
47
・
91
・
15
・
76

三
位　

鴫
原
邦
明
氏(

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ)

　
　
　
　
　
　
　
　

51
・
43
・
94
・
17
・
77

　

次
回
は
平
成
27
年
秋
に
行
う
予
定
。

◆
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

平成２６年１２月～平成２７年５月までの一般缶生産出荷実績

      26.12

  27.  1

2

3

4

5

26.12

  27.  1

  2

 3

  4

 5

年　月

経
済
産
業
省
デ
ー
タ

連
合
会
デ
ー
タ

生　産
出　　荷

販　売 その他
在　庫

（単位：ｔ）

５，５２０ 
（７，０５９）
４，９１９ 
（５，０６０）
５，１５３ 
（５，２７４）
５，２９５ 
（６，２１９）
５，４９８ 
（５，４８９）
４，９００ 
（５，２１９）
４，０７９ 
（４，４８８）
３，４９１ 
（３，６７２）
３，６６５ 
（３，８７２）
３，９１５ 
（４，２２７）
３，９３６ 
（３，９６７）
３，５９５ 
（３，７９７）

５，２２８ 
（７，０３９）
４，８０７ 
（４，２７６）
４，９２９ 
（４，７３７）
５，１７５ 
（５，５４２）
５，０３０ 
（５，１８１）
４，８８９ 
（５，２４７）
４，２１４ 
（４，６４２）
３，５６０ 
（３，５１５）
３，５０９ 
（３，７４４）
　３，９３８ 
（４，１７３）
３，８５９ 
（３，８０１）
３，５４６ 
（３，６１９）

３６０ 
（１２２）
２７７ 
（８４）
３８７ 
（８５）
５１５ 
（９１）
５３５ 
（１０１）
４１３ 
（９４）

７，５１２ 
（７，１１９）
７，４３８ 
（７，６７５）
７，３８１ 
（７，８５６）
７，１３３ 
（８，０８０）
７，２１１ 
（７，９８２）
６，９９０ 
（７，６５２）
４，１０１ 
（３，８２０）
４，０２５ 
（３，９４０）
４，０９４ 
（３，９９６）
４，０３４ 
（３，９８１）
４，０４７ 
（４，１０５）
４，０３２ 
（４，２１２）

（　）内は前年同月実績
経済産業省データは生産動態統計鉄鋼月報より転載
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／
19　

東
京
中
央
会
「
創
立
60
周
年
記
念

　
　
　
　

表
彰
式
」

11
／
6　

事
務
局
長
協
会
「
職
員
交
歓
会
」

11
／
12　

一
般
缶
品
質
管
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
／　
　

第
59
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

12
／　
　

忘
年
会

平
成
28
年

1
／
22　

第
３
回
常
任
理
事
会

1
／
22　

第
３
回
理
事
会
（
役
員
会
）

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

8
／
7　

役
員
会　

9
／
10　

合
同
部
会

10
／
15　

４
Ｓ
会

10
／
21　

缶
友
会
ゴ
ル
フ

12
／
4　

役
員
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

9
／
10　

ほ
わ
っ
と
・
カ
ン
カ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
　

テ
ィ 

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

　
　
　
　

in
大
阪

10
／
2　

第
２
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

10
／
2　

第
40
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会

　
　
　
　

協
議
会

12
／
10
〜
12　

環
境
展
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

　
　
　
　

2
0
1
5
」

平
成
28
年

1
／
8　

三
役
年
始
挨
拶
回
り

1
／
22　

新
年
賀
詞
交
歓
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

8
／
18　

会
計
監
査

8
／
26　

平
成
26
年
度
通
常
総
会

8
／
26　

納
涼
会

12
／　
　

忘
年
会

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
27
年

６
月
12
日
、
京
都
「
菊
水
」
で
第
37
回
定
時
総
会

を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
14
名
。
山
田
秀
雄
西
日

本
組
合
事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
。
中
田
成
一
西

日
本
組
合
新
理
事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
の
ち
、

広
浜
泰
久
理
事
が
開
会
の
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て

欠
席
し
た
渋
谷
会
長
に
代
わ
り
定
村
光
副
会
長
が

挨
拶
し
、
議
長
と
な
り
議
事
進
行
し
た
。
提
出
議

案
は
、
平
成
26
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係

書
類
承
認
の
件
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
、
収
支

予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の

件
、
定
款
一
部
変
更
の
件
、
役
員
改
選
の
件
、
担

当
委
員
選
任
の
件
な
ど
、
９
件
が
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
選
任
制
の

方
法
で
理
事
15
名
、
監
事
３
名
を
選
出
し
た
。
新

理
事
に
よ
る
理
事
会
で
は
、
会
長
に
東
日
本
組
合

理
事
長
の
定
村
光
氏
、
副
会
長
に
西
日
本
組
合
新

理
事
長
の
中
田
成
一
氏
、
中
部
組
合
理
事
長
の
池

田
祥
三
氏
、
専
務
理
事
に
東
日
本
組
合
事
務
局
長

の
野
口
雅
春
氏
を
選
任
し
た
。
さ
ら
に
清
水
浩
一
、

小
西
克
彦
両
元
会
長
、
水
戸
部
武
寿
元
副
会
長
を

相
談
役
に
委
嘱
し
た
。
ま
た
、
２
期
４
年
、
同
連

合
会
の
会
長
と
し
て
組
織
活
動
に
献
身
し
業
界
の

発
展
に
尽
く
し
た
渋
谷
前
会
長
に
定
村
新
会
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

新
会
長
に
定
村
光
氏
を
選
任

P
R
活
動
を
最
重
点
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
で
新
規
需
要
創
出 

目
指
す

◆平成27年度事業方針◆

定時総会を迎えて記念撮影

　本年度は、前年度と同様にオリジナルクッキー缶による需要喚起
活動を中心に展開。オリジナルクッキー缶・浮世絵シリーズ第１弾
「歌麿の美人画」、第２弾「世界遺産の富士山」に加え、本年４月か
ら第３弾「赤富士」を発売し、引き続き積極的な活用促進を図る。「ほ
わっと・カンカンコミュニティ」では、大阪で女性消費者を対象にグル
ープインタビューを実施。ここで得られた情報を各社に働きかけ、新た
な需要創出を目指す。また、「エコプロダクツ２０１５」に出展し、一般
缶容器の優れた特性をＰＲ。新版・一般缶リーフレットを発行、ホーム
ページをリニューアルし広報事業に力を入れる。教育情報事業では
「一般缶イノベーションフォーラム２０１５」を開催。このほか、調査研
究、情報提供、福利厚生も前年度同様、着実に実施する。

　

最
後
に
小
西
康
晴
西
日
本
組
合
副
理
事
長
の
閉

会
の
辞
で
終
了
し
た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

会
長
　
定
村
光
（
寺
島
製
缶
工
業
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）

副
会
長　

中
田
成
一
（
平
和
製
罐
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）・
池
田
祥
三
（
興
和
製
缶
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）

専
務
理
事
　
野
口
雅
春（
東
日
本
組
合
事
務
局
長
）

理
事　

広
浜
泰
久
（
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
代
表
取
締
役
会

長
）・
志
賀
正
人
（
エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
㈱
代
表

取
締
役
会
長
）・
鳥
居
廣
（
㈲
鳥
居
製
缶
代
表
取

締
役
社
長
）・
最
上
裕
光
（
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）・
竹
内
雅
夫
（
金
方
堂
松
本
工
業

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・
加
島
裕
（
江
戸
川
製
罐

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・
杉
浦
由
記
夫
（
杉
浦
製

罐
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・
渋
谷
明
彦
（
明
和
金

属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・
辻
亘
彦
（
三
国

金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・
清
水
雄
一
郎

（
大
阪
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・
石
川
博
章（
側

島
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

監
事　

山
本
泰
則
（
㈱
東
都
製
缶
代
表
取
締
役
社

長
）・
小
西
康
晴
（
生
野
金
属
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）・
田
中
耕
太
郎
（
㈱
銅
辰
製
作
所
代
表
取
締

役
社
長
）

全日本一般缶工業団体連合会

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
五
│
一
七
│
二

電　

話
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

代
表
取
締
役  

大 

貫 

賢 

充

大
貫
金
属
工
業
株
式
会
社

暑
中
お
見
舞

　 

申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

優
勝　

是
松
一
郎
氏
（
是
松
鋼
商
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

45
・
42
・
17
・
70

二
位　

小
田
弘
昭
氏
（
新
日
鐵
住
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

47
・
53
・
30
・
70

三
位　

馬
場
康
之
氏
（
善
友
金
属
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

40
・
42
・
11
・
71

　

次
回
は
平
成
27
年
10
月
に
行
う
予
定
。

千
葉
県
船
橋
市
南
海
神
一
│
八
│
一

電　

話
〇
四
七（
四
三
五
）〇
〇
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
三
三
）九
七
六
一

代
表
取
締
役  

大 

塚 

吉 

弘

日
本
メ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

《
住
所
変
更
》

㈱
メ
タ
ル
ワ
ン

　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
２
│
７
│
２　

　
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー 

　

電　

話
（
０
３
）
６
７
７
７
│
２
２
９
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
３
）
６
７
７
７
│
２
９
５
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
３
月

㈱
銅
辰
製
作
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

愛
知
県
岡
崎
市
上
青
野
町
字
中
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
６
│
２

　

電　

話
（
０
５
６
４
）
５
７
│
５
０
８
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
５
６
４
）
４
３
│
５
１
５
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
５
月

《
組
織
改
組
に
伴
う
移
管
》

（
一
般
賛
助
会
員
）

三
井
物
産
ス
チ
ー
ル
㈱
（
旧
三
井
物
産
㈱
鋼

　

材
第
二
事
業
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

平
成
27
年
４
月

第37回定時総会を開催第37回定時総会を開催

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
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全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

会
長
　
定
村
　
光

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

専
務
理
事
　
野
口
雅
春

一般缶連合会ニュース／第123号（平成27年7月30日）一般缶連合会ニュース／第123号（平成27年7月30日）

新
専
務
理
事
就
任
挨
拶

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
27
年
６
月
の
全
日

本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
第
37
回
定

時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
20
代
会
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
。
連
合
会
に
と
り

ま
し
て
、
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な
時
期
を
迎
え

る
中
で
、
会
長
職
を
仰
せ
つ
か
り
、
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ

る
経
済
効
果
に
よ
り
、
日
本
の
景
気
は

順
調
に
推
移
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

私
た
ち
一
般
缶
業
界
に
ま
で
は
届
い
て

い
ま
せ
ん
。
い
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
企
業
と
中
小

企
業
の
格
差
は
以
前
よ
り
広
が
り
つ
つ

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
度

は
前
年
度
に
引
き
続
き
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク

ッ
キ
ー
缶
の
販
売
を
通
じ
て
一
般
缶
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
本

年
４
月
に
は
第
３
弾
「
赤
富
士
」
缶
の

販
売
を
開
始
致
し
ま
し
た
。
７
月
３
日

開
催
の
「
一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
可
能

性
と
い
う
テ
ー
マ
で
外
部
の
識
者
か
ら

様
々
な
提
言
を
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。９
月
に
は
大
阪
で「
ほ

わ
っ
と
・
カ
ン
カ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
会
合
を
開
き
、
女
性
の
側
か
ら
一
般

缶
に
対
す
る
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
頂
く

予
定
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ま
ま
で

当
業
界
と
は
あ
ま
り
縁
の
な
か
っ
た
皆

様
の
お
力
も
お
借
り
し
な
が
ら
私
た
ち

一
般
缶
の
「
再
生
」
を
目
指
し
て
ゆ
く

所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
会
社
、

賛
助
会
員
、
特
別
会
員
並
び
に
関
係
す

る
す
べ
て
の
方
々
の
更
な
る
ご
指
導
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連

合
会
の
平
成
27
年
度
定
時
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
専
務
理
事
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

年
々
厳
し
い
状
況
が
続
く
一
般
缶
業
界
が

今
後
と
も
積
極
的
な
組
織
活
動
を
通
じ
て

発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
執
行
部
の
補
佐
役

と
し
て
微
力
な
が
ら
最
善
の
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

P
R
活
動
を
推
進
し
外
部
意
見
に
耳
を
傾
け

一般
缶
の
「
再
生
」
を
目
指
し
ま
す
。

新
　
会
　
長
　
就
　
任
　
挨
　
拶

【経歴】
1949年1月東京都生まれ。1972年3月東京経済大学経
営学部卒。同年4月東京都中小企業団体中央会就職。
2008年4月同中央会事務局次長。2009年3月同中央会
定年退職。2010年11月東日本一般缶工業協同組合就
職。2011年10月同組合事務局長。2015年6月全日本一
般缶工業団体連合会専務理事

会
員
組
合
通
常
総
会
報
告

■
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　
理
事
長
に
定
村
光
氏
（
再
任
）

　
副
理
事
長
に
広
浜
泰
久
氏（
再
任
）、志
賀
正
人
氏（
再

　
任
）、
鳥
居
廣
氏
（
新
任
）

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
27
年
５
月
19

日
、
文
京
区
湯
島
・
鉄
二
健
保
会
館
で
第
37
回
通
常
総

会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
書
面
を
含
め
43
名
。
竹
内

雅
夫
理
事
の
司
会
で
進
行
し
、
広
浜
泰
久
副
理
事
長
が

開
会
を
宣
し
た
。
定
村
光
理
事
長
が
挨
拶
し
た
の
ち
議

長
と
な
り
「
平
成
26
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係

書
類
承
認
の
件
」「
平
成
27
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予

算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
」「
平

成
27
年
度
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
決
定
の
件
」「
定

款
一
部
変
更
の
件
」「
定
款
変
更
認
可
申
請
に
お
け
る

字
句
の
一
部
修
正
委
任
の
件
」「
専
門
委
員
会
規
約
一

部
変
更
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。「
理
事
及
び
監
事
選
挙
の
件
」
は
選

考
委
員
に
よ
る
指
名
推
選
の
方
法
で
行
わ
れ
、
新
理
事

に
よ
る
理
事
会
で
役
付
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
水

戸
部
武
寿
元
理
事
長
を
相
談
役
に
委
嘱
し
た
。
志
賀
正

人
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。
新
役
員
は
次

の
通
り
（
敬
称
略
）

理
事
長
　
定
村
光
（
再
任
・
寺
島
製
缶
工
業
㈱
社
長
）

副
理
事
長
　
広
浜
泰
久
（
再
任
・
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
会
長
）

Ｐ
Ｒ
委
員
長
・
志
賀
正
人
（
再
任
・
エ
ヌ
エ
ス
金
属
工

業
㈱
会
長
）
活
路
開
拓
委
員
長
・
鳥
居
廣
（
新
任
・
㈲

鳥
居
製
缶
社
長
）
財
務
特
別
委
員
長

常
任
理
事
　
最
上
裕
光
（
再
任
・
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
社
長
）

流
通
委
員
長
・
山
本
泰
則
（
再
任
・
㈱
東
都
製
缶
社
長
）

教
育
組
織
委
員
長
・
竹
内
雅
夫
（
新
任
・
金
方
堂
松
本

工
業
㈱
社
長
）
運
営
委
員
長

理
事
　
加
島 

裕
（
再
任
・
江
戸
川
製
罐
㈱
社
長
）
運

営
委
員
長
・
朝
倉
み
ど
り
（
新
任
・
㈱
江
東
堂
高
橋

製
作
所
取
締
役
）・
神
宮
善
太
郎
（
再
任
・
㈱
神
宮
製

作
所
社
長
）
運
営
委
員
長
・
杉
浦
由
記
夫
（
再
任
・
杉

浦
製
罐
㈱
社
長
）・
髙
田
勝
雄
（
再
任
・
㈲
髙
田
王
冠

新
理
事
長
就
任
挨
拶

新
副
理
事
長
就
任
挨
拶

西
日
本
一
般
缶
工
業

　
　
　  

　
　
協
同
組
合

理
事
長
　
中
田
成
一

平
和
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
社
長

東
日
本
一
般
缶
工
業

　
　
　
　
　
　
協
同
組
合

副
理
事
長
　
鳥
居
　
廣

㈲
鳥
居
製
缶
代
表
取
締
役
社
長

　

こ
の
た
び
の
総
会
に
お
い
て
、
東
日
本
一
般
缶

工
業
協
同
組
合
の
副
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

鳥
居
廣
と
申
し
ま
す
。
私
が
組
合
と
初
め
て
関
わ

っ
た
の
は
、
平
成
12
年
に
一
般
缶
缶
友
会
で
中
国

視
察
旅
行
に
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。
静
岡
で
製

缶
業
を
営
ん
で
い
な
が
ら
一
般
缶
業
界
の
何
も
知

ら
な
い
自
分
が
旅
行
を
通
じ
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
関
わ
り
を
積
極
的
に
す
る
こ
と
で
数

多
く
の
方
々
と
知
り
合
い
に
な
り
、
と
り
わ
け
広

浜
Ｐ
Ｒ
委
員
長
と
は
10
年
以
上
に
及
び
様
々
な
企

画
活
動
を
通
し
て
楽
し
く
勉
強
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
そ
し
て
定
村
理
事
長
が
提
唱
す
る
「
四
つ

の
基
本
方
針
」
に
共
感
し
、
少
し
で
も
業
界
の
発

展
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま

す
の
で
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の

理
事
長
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
永
年
、
組

織
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
渋
谷
前
理
事
長
が
惜
し
く

【経歴】
1951年9月生まれ。1970年高
校卒業後、大阪・中村商事㈱
に入社。1972年4月㈲鳥居製
缶入社。1981年7月取締役営
業部長。1996年4月代表取締
役専務。2002年4月代表取締
役社長
■東日本一般缶工業協同組
合役員歴／2005年5月理事。
2013年5月常任理事。2015
年5月副理事長
■全日本一般缶工業団体連
合会役員歴／2007年6月監
事。2009年6月理事

【経歴】
1964年1月生まれ。1986年3
月桃山学院大学卒。1986年4
月旅行会社「ニューオリエントエ
キスプレス㈱」（現㈱エヌオーイ
ー）入社。2000年2月同社退社。
2000年2月平和製罐㈱入社。
2005年1月取締役統括部長。
2009年5月代表取締役社長
■西日本一般缶工業協同組合
役員歴／2009年５月副理事
長。2015年５月理事長
■全日本一般缶工業団体連合
会役員歴／2009年5月理事。
2015年6月副会長

■
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　
新
理
事
長
に
中
田
成
一
氏

　
新
副
理
事
長
に
小
西
康
晴
氏
、
清
水
雄
一
郎
氏

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
、
平
成
27
年
５
月

21
日
、
大
阪
市
北
区
の
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
で
第
47
回

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状
を
含
め
24

名
。
中
田
成
一
副
理
事
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
事

進
行
。「
平
成
26
年
度
事
業
並
び
に
決
算
報
告
書
の
承

認
の
件
」「
平
成
27
年
度
予
算
案
並
び
に
事
業
計
画
承

認
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。「
役
員
改
選
の
件
」
は
連
記
式
無
記
名
投

票
で
理
事
及
び
監
事
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
理
事
に
よ

る
理
事
会
で
役
付
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。
新
任
の
小
西

康
晴
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

理
事
長
　
中
田
成
一
（
新
任
・
平
和
製
罐
㈱
社
長
）

副
理
事
長
　
小
西
康
晴
（
新
任
・
生
野
金
属
㈱
社
長
）・

清
水
雄
一
郎
（
新
任
・
大
阪
製
罐
㈱
社
長
）

理
事
　
渋
谷
明
彦
（
新
任
・
明
和
金
属
工
業
㈱
社
長
）・

辻
亘
彦
（
新
任
・
三
国
金
属
工
業
㈱
社
長
）・
渡
邊 

静

雄（
再
任
・
江
戸
川
製
罐
工
業
㈱
社
長
）・
馬
場
康 

之（
再

任
・
善
友
金
属
㈱
社
長
）・
岩
橋
徹
（
再
任
・
㈱
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
金
属
工
場
社
長
）・
下
宮
正
裕
（
再
任
・
下
宮
金

属
工
業
㈱
社
長
）

監
事
　
中
山
裕
文
（
再
任
・
中
山
製
缶
㈱
社
長
）・
山

本
浩
之
（
再
任
・
山
雄
製
缶
工
業
㈱
社
長
）

製
作
所
社
長
）・
筒
井
久
（
新
任
・
㈱
ト
ー
カ
ン
社
長
）・

澤
田
武
史
（
再
任
・
東
邦
金
属
工
業
㈱
社
長
）・
小 

黒

保
満
（
再
任
・
日
進
製
缶
㈱
社
長
）
運
営
委
員
長
・
水

戸
部
伸
寿
（
新
任
・
水
戸
部
製
缶
㈱
社
長
）・
小
林
達

生
（
再
任
・
明
祐
工
業
㈱
社
長
）

監
事
　
久
保
田
裕
美
（
再
任
・
㈱
久
保
田
製
罐
社
長
）・

関
根
浩
二
（
再
任
・
㈲
須
貝
金
属
工
業
所
社
長
）

も
急
逝
さ
れ
ま
し
た
が
、
業
界
の
活
性
化
に
向
け

て
情
熱
を
注
が
れ
た
渋
谷
前
理
事
長
の
意
志
を
引

き
継
ぎ
、
会
員
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張

っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
業
界
も
丁
度
世
代
交
代
の
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
お
り
、
私
自
身
、
業
界
の
大
先
輩
の
重
鎮

方
と
若
手
の
皆
さ
ん
と
の
間
の
世
代
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
つ
な
ぎ
役
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
一
般
缶
は
容
器
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
と
相
ま
っ
て
長
引
く
需
要
の
低
迷
に
よ
り

縮
小
傾
向
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
と
り
わ
け
関
西
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
い
か
に
し
て
業
界
を
守
り
、
生

き
残
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
、
次
代
を
担
う
若
手
経
営
者

の
皆
さ
ん
と
は
闊
達
な
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
新

し
い
展
望
が
開
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
副
理
事
長
就
任
挨
拶

新
副
理
事
長
就
任
挨
拶

西
日
本
一
般
缶
工
業

　
　
　
　
　
　
協
同
組
合

副
理
事
長
　
小
西
康
晴

生
野
金
属
㈱
代
表
取
締
役
社
長

　

5
月
の
総
会
に
お
い
て
、
西
日
本
一
般
缶
工
業

【経歴】
1977年2月生まれ。2002年
3月慶應義塾大学大学院理
工学研究科修了。同年㈱村
田製作所入社。2005年4月
生野金属㈱入社。2008年7
月取締役企画開発室長。
2012年7月専務取締役。
2014年7月代表取締役
■西日本一般缶工業協同組
合役員歴／2014年5月理
事。2015年5月副理事長
■全日本一般缶工業団体連
合会役員歴／2015年6月
理事

協
同
組
合
の
副
理
事
長
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
責
任

の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

先
代
よ
り
、
代
表
取
締
役
を
引
き
継
い
で
1
年
、

業
界
に
入
っ
て
10
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
10
年
を
振
り
返
る
だ
け
で
も
、
社
会

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
驚
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
業

界
も
そ
の
変
化
に
応
じ
て
、
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
次
世
代
に

向
け
た
活
動
を
活
発
化
し
、「
伝
統
と
革
新
」
を

一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
業
界
の
た
め
に
継
続
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

中
田
新
理
事
長
を
中
心
に
、
同
年
代
の
清
水
新

副
理
事
長
と
と
も
に
、
微
力
な
が
ら
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

西
日
本
一
般
缶
工
業

　
　
　
　
　
　
協
同
組
合

副
理
事
長
　
清
水
雄
一
郎

大
阪
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
社
長

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の
副
理
事
長
に

選
任
さ
れ
、
歴
史
あ
る
一
般
缶
の
業
界
団
体
の
責

任
あ
る
立
場
に
引
き
上
げ
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
と
し
て
ど

の
よ
う
な
道
を
歩
ん
で
行
く
の
か
を
、
諸
先
輩
方
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全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

会
長
　
定
村
　
光

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

専
務
理
事
　
野
口
雅
春

一般缶連合会ニュース／第123号（平成27年7月30日）一般缶連合会ニュース／第123号（平成27年7月30日）

新
専
務
理
事
就
任
挨
拶

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
27
年
６
月
の
全
日

本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
第
37
回
定

時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
20
代
会
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
。
連
合
会
に
と
り

ま
し
て
、
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な
時
期
を
迎
え

る
中
で
、
会
長
職
を
仰
せ
つ
か
り
、
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ

る
経
済
効
果
に
よ
り
、
日
本
の
景
気
は

順
調
に
推
移
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

私
た
ち
一
般
缶
業
界
に
ま
で
は
届
い
て

い
ま
せ
ん
。
い
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
企
業
と
中
小

企
業
の
格
差
は
以
前
よ
り
広
が
り
つ
つ

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
度

は
前
年
度
に
引
き
続
き
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク

ッ
キ
ー
缶
の
販
売
を
通
じ
て
一
般
缶
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
本

年
４
月
に
は
第
３
弾
「
赤
富
士
」
缶
の

販
売
を
開
始
致
し
ま
し
た
。
７
月
３
日

開
催
の
「
一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
可
能

性
と
い
う
テ
ー
マ
で
外
部
の
識
者
か
ら

様
々
な
提
言
を
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。９
月
に
は
大
阪
で「
ほ

わ
っ
と
・
カ
ン
カ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
会
合
を
開
き
、
女
性
の
側
か
ら
一
般

缶
に
対
す
る
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
頂
く

予
定
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ま
ま
で

当
業
界
と
は
あ
ま
り
縁
の
な
か
っ
た
皆

様
の
お
力
も
お
借
り
し
な
が
ら
私
た
ち

一
般
缶
の
「
再
生
」
を
目
指
し
て
ゆ
く

所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
会
社
、

賛
助
会
員
、
特
別
会
員
並
び
に
関
係
す

る
す
べ
て
の
方
々
の
更
な
る
ご
指
導
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
た
び
、
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連

合
会
の
平
成
27
年
度
定
時
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
専
務
理
事
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

年
々
厳
し
い
状
況
が
続
く
一
般
缶
業
界
が

今
後
と
も
積
極
的
な
組
織
活
動
を
通
じ
て

発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
執
行
部
の
補
佐
役

と
し
て
微
力
な
が
ら
最
善
の
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

P
R
活
動
を
推
進
し
外
部
意
見
に
耳
を
傾
け

一般
缶
の
「
再
生
」
を
目
指
し
ま
す
。

新
会
長
就
任
挨
拶

【経歴】
1949年1月東京都生まれ。1972年3月東京経済大学経
営学部卒。同年4月東京都中小企業団体中央会就職。
2008年4月同中央会事務局次長。2009年3月同中央会
定年退職。2010年11月東日本一般缶工業協同組合就
職。2011年10月同組合事務局長。2015年6月全日本一
般缶工業団体連合会専務理事

会
員
組
合
通
常
総
会
報
告

■
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
定
村
光
氏
（
再
任
）

　
副
理
事
長
に
広
浜
泰
久
氏（
再
任
）、志
賀
正
人
氏（
再

　
任
）、
鳥
居
廣
氏
（
新
任
）

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
27
年
５
月
19

日
、
文
京
区
湯
島
・
鉄
二
健
保
会
館
で
第
37
回
通
常
総

会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
書
面
を
含
め
43
名
。
竹
内

雅
夫
理
事
の
司
会
で
進
行
し
、
広
浜
泰
久
副
理
事
長
が

開
会
を
宣
し
た
。
定
村
光
理
事
長
が
挨
拶
し
た
の
ち
議

長
と
な
り
「
平
成
26
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係

書
類
承
認
の
件
」「
平
成
27
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予

算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
」「
平

成
27
年
度
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
決
定
の
件
」「
定

款
一
部
変
更
の
件
」「
定
款
変
更
認
可
申
請
に
お
け
る

字
句
の
一
部
修
正
委
任
の
件
」「
専
門
委
員
会
規
約
一

部
変
更
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。「
理
事
及
び
監
事
選
挙
の
件
」
は
選

考
委
員
に
よ
る
指
名
推
選
の
方
法
で
行
わ
れ
、
新
理
事

に
よ
る
理
事
会
で
役
付
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
水

戸
部
武
寿
元
理
事
長
を
相
談
役
に
委
嘱
し
た
。
志
賀
正

人
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。
新
役
員
は
次

の
通
り
（
敬
称
略
）

理
事
長
　
定
村
光
（
再
任
・
寺
島
製
缶
工
業
㈱
社
長
）

副
理
事
長
　
広
浜
泰
久
（
再
任
・
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
会
長
）

Ｐ
Ｒ
委
員
長
・
志
賀
正
人
（
再
任
・
エ
ヌ
エ
ス
金
属
工

業
㈱
会
長
）
活
路
開
拓
委
員
長
・
鳥
居
廣
（
新
任
・
㈲

鳥
居
製
缶
社
長
）
財
務
特
別
委
員
長

常
任
理
事
　
最
上
裕
光
（
再
任
・
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
社
長
）

流
通
委
員
長
・
山
本
泰
則
（
再
任
・
㈱
東
都
製
缶
社
長
）

教
育
組
織
委
員
長
・
竹
内
雅
夫
（
新
任
・
金
方
堂
松
本

工
業
㈱
社
長
）
運
営
委
員
長

理
事
　
加
島
裕
（
再
任
・
江
戸
川
製
罐
㈱
社
長
）
運

営
委
員
長
・
朝
倉
み
ど
り
（
新
任
・
㈱
江
東
堂
高
橋

製
作
所
取
締
役
）・
神
宮
善
太
郎
（
再
任
・
㈱
神
宮
製

作
所
社
長
）
運
営
委
員
長
・
杉
浦
由
記
夫
（
再
任
・
杉

浦
製
罐
㈱
社
長
）・
髙
田
勝
雄
（
再
任
・
㈲
髙
田
王
冠

新
理
事
長
就
任
挨
拶

新
副
理
事
長
就
任
挨
拶

西
日
本
一
般
缶
工
業

　
　
　

　
　
協
同
組
合

理
事
長
　
中
田
成
一

平
和
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
社
長

東
日
本
一
般
缶
工
業

　
　
　
　
　
　
協
同
組
合

副
理
事
長
　
鳥
居
　
廣

㈲
鳥
居
製
缶
代
表
取
締
役
社
長

　

こ
の
た
び
の
総
会
に
お
い
て
、
東
日
本
一
般
缶

工
業
協
同
組
合
の
副
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

鳥
居
廣
と
申
し
ま
す
。
私
が
組
合
と
初
め
て
関
わ

っ
た
の
は
、
平
成
12
年
に
一
般
缶
缶
友
会
で
中
国

視
察
旅
行
に
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。
静
岡
で
製

缶
業
を
営
ん
で
い
な
が
ら
一
般
缶
業
界
の
何
も
知

ら
な
い
自
分
が
旅
行
を
通
じ
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
関
わ
り
を
積
極
的
に
す
る
こ
と
で
数

多
く
の
方
々
と
知
り
合
い
に
な
り
、
と
り
わ
け
広

浜
Ｐ
Ｒ
委
員
長
と
は
10
年
以
上
に
及
び
様
々
な
企

画
活
動
を
通
し
て
楽
し
く
勉
強
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
そ
し
て
定
村
理
事
長
が
提
唱
す
る
「
四
つ

の
基
本
方
針
」
に
共
感
し
、
少
し
で
も
業
界
の
発

展
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま

す
の
で
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の

理
事
長
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
永
年
、
組

織
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
渋
谷
前
理
事
長
が
惜
し
く

【経歴】
1951年9月生まれ。1970年高
校卒業後、大阪・中村商事㈱
に入社。1972年4月㈲鳥居製
缶入社。1981年7月取締役営
業部長。1996年4月代表取締
役専務。2002年4月代表取締
役社長
■東日本一般缶工業協同組
合役員歴／2005年5月理事。
2013年5月常任理事。2015
年5月副理事長
■全日本一般缶工業団体連
合会役員歴／2007年6月監
事。2009年6月理事

【経歴】
1964年1月生まれ。1986年3
月桃山学院大学卒。1986年4
月旅行会社「ニューオリエントエ
キスプレス㈱」（現㈱エヌオーイ
ー）入社。2000年2月同社退社。
2000年2月平和製罐㈱入社。
2005年1月取締役統括部長。
2009年5月代表取締役社長
■西日本一般缶工業協同組合
役員歴／2009年５月副理事
長。2015年５月理事長
■全日本一般缶工業団体連合
会役員歴／2009年5月理事。
2015年6月副会長

■
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　
新
理
事
長
に
中
田
成
一
氏

　
新
副
理
事
長
に
小
西
康
晴
氏
、
清
水
雄
一
郎
氏

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
、
平
成
27
年
５
月

21
日
、
大
阪
市
北
区
の
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
で
第
47
回

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状
を
含
め
24

名
。
中
田
成
一
副
理
事
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
事

進
行
。「
平
成
26
年
度
事
業
並
び
に
決
算
報
告
書
の
承

認
の
件
」「
平
成
27
年
度
予
算
案
並
び
に
事
業
計
画
承

認
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。「
役
員
改
選
の
件
」
は
連
記
式
無
記
名
投

票
で
理
事
及
び
監
事
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
理
事
に
よ

る
理
事
会
で
役
付
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。
新
任
の
小
西

康
晴
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

理
事
長
　
中
田
成
一
（
新
任
・
平
和
製
罐
㈱
社
長
）

副
理
事
長
　
小
西
康
晴
（
新
任
・
生
野
金
属
㈱
社
長
）・

清
水
雄
一
郎
（
新
任
・
大
阪
製
罐
㈱
社
長
）

理
事
　
渋
谷
明
彦
（
新
任
・
明
和
金
属
工
業
㈱
社
長
）・

辻
亘
彦
（
新
任
・
三
国
金
属
工
業
㈱
社
長
）・
渡
邊
静

雄（
再
任
・
江
戸
川
製
罐
工
業
㈱
社
長
）・
馬
場
康
之（
再

任
・
善
友
金
属
㈱
社
長
）・
岩
橋
徹
（
再
任
・
㈱
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
金
属
工
場
社
長
）・
下
宮
正
裕
（
再
任
・
下
宮
金

属
工
業
㈱
社
長
）

監
事
　
中
山
裕
文
（
再
任
・
中
山
製
缶
㈱
社
長
）・
山

本
浩
之
（
再
任
・
山
雄
製
缶
工
業
㈱
社
長
）

製
作
所
社
長
）・
筒
井
久
（
新
任
・
㈱
ト
ー
カ
ン
社
長
）・

澤
田
武
史
（
再
任
・
東
邦
金
属
工
業
㈱
社
長
）・
小
黒

保
満
（
再
任
・
日
進
製
缶
㈱
社
長
）
運
営
委
員
長
・
水

戸
部
伸
寿
（
新
任
・
水
戸
部
製
缶
㈱
社
長
）・
小
林
達

生
（
再
任
・
明
祐
工
業
㈱
社
長
）

監
事
　
久
保
田
裕
美
（
再
任
・
㈱
久
保
田
製
罐
社
長
）・

関
根
浩
二
（
再
任
・
㈲
須
貝
金
属
工
業
所
社
長
）

も
急
逝
さ
れ
ま
し
た
が
、
業
界
の
活
性
化
に
向
け

て
情
熱
を
注
が
れ
た
渋
谷
前
理
事
長
の
意
志
を
引

き
継
ぎ
、
会
員
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張

っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
業
界
も
丁
度
世
代
交
代
の
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
お
り
、
私
自
身
、
業
界
の
大
先
輩
の
重
鎮

方
と
若
手
の
皆
さ
ん
と
の
間
の
世
代
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
つ
な
ぎ
役
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
一
般
缶
は
容
器
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
と
相
ま
っ
て
長
引
く
需
要
の
低
迷
に
よ
り

縮
小
傾
向
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
と
り
わ
け
関
西
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
い
か
に
し
て
業
界
を
守
り
、
生

き
残
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
、
次
代
を
担
う
若
手
経
営
者

の
皆
さ
ん
と
は
闊
達
な
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
新

し
い
展
望
が
開
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
副
理
事
長
就
任
挨
拶

新
副
理
事
長
就
任
挨
拶

西
日
本
一
般
缶
工
業

　
　
　
　
　
　
協
同
組
合

副
理
事
長
　
小
西
康
晴

生
野
金
属
㈱
代
表
取
締
役
社
長

　

5
月
の
総
会
に
お
い
て
、
西
日
本
一
般
缶
工
業

【経歴】
1977年2月生まれ。2002年
3月慶應義塾大学大学院理
工学研究科修了。同年㈱村
田製作所入社。2005年4月
生野金属㈱入社。2008年7
月取締役企画開発室長。
2012年7月専務取締役。
2014年7月代表取締役
■西日本一般缶工業協同組
合役員歴／2014年5月理
事。2015年5月副理事長
■全日本一般缶工業団体連
合会役員歴／2015年6月
監事

協
同
組
合
の
副
理
事
長
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
責
任

の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

先
代
よ
り
、
代
表
取
締
役
を
引
き
継
い
で
1
年
、

業
界
に
入
っ
て
10
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
10
年
を
振
り
返
る
だ
け
で
も
、
社
会

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
驚
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
業

界
も
そ
の
変
化
に
応
じ
て
、
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
次
世
代
に

向
け
た
活
動
を
活
発
化
し
、「
伝
統
と
革
新
」
を

一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
業
界
の
た
め
に
継
続
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

中
田
新
理
事
長
を
中
心
に
、
同
年
代
の
清
水
新

副
理
事
長
と
と
も
に
、
微
力
な
が
ら
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

西
日
本
一
般
缶
工
業

　
　
　
　
　
　
協
同
組
合

副
理
事
長
　
清
水
雄
一
郎

大
阪
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
社
長

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の
副
理
事
長
に

選
任
さ
れ
、
歴
史
あ
る
一
般
缶
の
業
界
団
体
の
責

任
あ
る
立
場
に
引
き
上
げ
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
と
し
て
ど

の
よ
う
な
道
を
歩
ん
で
行
く
の
か
を
、
諸
先
輩
方
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◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

並
び
に
組
合
員
各
位
に
知
恵
を
借
り
な
が
ら
考
え

行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

中
田
理
事
長
を
中
心
と
し
た
、
一般
缶
の
価
値
向
上

に
対
す
る
取
り
組
み
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
力

す
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【経歴】
1976年7月生まれ。2000
年3月甲南大学卒。2003
年3月大阪製罐㈱入社。
2010年11月常務取締役
営業部長。2013年10月
代表取締役社長
■西日本一般缶工業協同
組合役員歴／2015年5月
副理事長
■全日本一般缶工業団体
連合会役員歴／2015年
6月理事

　

平
成
27
年
４
月
23
日
、
新
日
鐵
住
金
㈱
名
古
屋
製
鉄

所
工
場
見
学
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
・
賛
助
会
員
含

め
総
勢
15
社
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
ハ

ー
ビ
ス
前
で
集
合
し
、
午
前
8
時
30
分
に
出
発
し
ま
し

た
。
11
時
30
分
到
着
。
敷
地
内
を
バ
ス
で
移
動
中
、
野

球
場
、
体
育
館
、
専
用
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
の
施
設
が
見
え
、

一
つ
の
町
の
光
景
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
展
示
ホ
ー
ル
で
ご
挨
拶
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
な
ら

び
に
名
古
屋
製
鉄
所
の
業
務
・
施
設
概
要
の
説
明
を
受

け
て
、
従
業
員
・
協
力
会
社
の
方
を
合
わ
せ
約
1
万
人

が
従
事
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

高
炉
↓
転
炉
↓
二
次
精
錬
↓
連
続
鋳
造
↓
熱
延
↓
酸

洗
↓
冷
間
圧
延
↓
２
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｌ
↓
コ
イ
ル
化
↓
め
っ
き

↓
出
荷
・
セ
ン
断
・
ラ
ミ
ネ
ー
ト
（
Ｔ
Ｆ
Ｓ
）
と
製
造

工
程
の
順
を
追
っ
て
見
学
し
ま
し
た
。

　

午
後
12
時
20
分
。
原
材
料
置
場
を
経
由
し
高
炉
へ
。

道
中
大
型
ク
レ
ー
ン
車
（
ス
ラ
ブ
運
搬
）
と
対
向
し
て

す
れ
違
う
と
バ
ス
の
中
に
居
な
が
ら
高
熱
の
熱
気
を
感

じ
、
ス
ラ
ブ
の
温
度
を
直
に
体
感
し
ま
し
た
。
高
炉
に

到
着
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
室
は
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
状
況
判
断
に
よ
り
、

最
終
的
に
は
人
の
経
験
が
重
要
と
の
こ
と
。
50
代
の
方

が
中
心
に
操
作
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
技
術
の
継
承

は
容
易
で
は
な
い
そ
う
で
す
。

　

熱
延
工
場
は
、
今
回
は
定
修
中
で
内
部
の
案
内
の
み

と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
め
っ
き
工
場
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
室
で
担
当
者
が
流
れ
る
鋼
板
を
目
視
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が
進

ん
で
い
る
中
で
も
、
経
験
が
必
要
な
場
面
も
多
々
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
な
環
境
化
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
な
面
の
必
要

性
を
再
認
識
致
し
ま
し
た
。

善
友
金
属
㈱　

藤
田
淳
一

　

私
自
身
、
製
鉄
所
の
工
場
見
学
は
初
め
て
で
し
た
の

で
、
目
に
映
る
も
の
す
べ
て
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま

さ
に
鉄
の
製
造
の
原
点
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
、
鉄
は
国

家
な
り
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
重
み
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
技
術
の
継
承
の
課
題
や
安
全
に

対
す
る
配
慮
、
製
造
機
械
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
は

我
々
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
ご
対
応
頂
き
ま
し
た
名
古
屋
製
鉄
所
、
並
び

に
見
学
会
を
設
定
頂
き
ま
し
た
西
日
本
一
般
缶
工
業
協

ま
さ
に
鉄
の
製
造
の
原
点

工場見学
レポート

新
日
鐵
住
金
㈱
名
古
屋
製
鉄
所
見
学
会

工場見学に参加された皆さん

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

■
中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

　

理
事
長
に
池
田
祥
三
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長
石
川
博
章
氏
（
再
任
）

　

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
平
成
27
年
５
月
21
日
、

名
古
屋
市
中
区
の
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
第
65
回
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状
を
含
め
８
名
。

事
務
局
が
開
会
を
宣
し
、
池
田
祥
三
理
事
長
が
挨
拶
し

た
の
ち
議
長
と
な
り
「
平
成
26
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
関
す
る
件
」

「
平
成
27
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
の
承
認

に
関
す
る
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に

関
す
る
件
」
は
選
考
委
員
に
よ
る
指
名
推
選
の
方
法
で

行
わ
れ
、
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
で
役
付
理
事
が
選
任

さ
れ
た
。
石
川
博
章
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

理
事
長
　
池
田
祥
三
（
再
任
・
興
和
製
缶
㈱
社
長
）

副
理
事
長　

石
川
博
章
（
再
任
・
側
島
製
罐
㈱
社
長
）

理
事　

山
梨
勝
（
再
任
・
静
岡
製
罐
㈲
社
長
）・
中
川

泰（
再
任
・
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ス
㈱
社
長
）・
近
藤
正
臣（
再

任
・
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
名
古
屋
金
属
工
場
代
表
）・
安
藤

宏
行
（
再
任
・
日
東
製
罐
販
売
㈱
社
長
）

監
事　

田
中
耕
太
郎
（
再
任
・
㈱
銅
辰
製
作
所
社
長
）

1

工場見学に参加された皆さん

　

平
成
27
年
２
月
13
日
〜
14
日
に
一
般
缶
缶
友
会
主
催

に
よ
る
「
新
日
鐵
住
金
㈱
八
幡
製
鉄
所
工
場
見
学
及
び

研
修
旅
行
」
に
総
勢
18
社
22
名
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
同
製
鉄
所
の
戸
畑
地
区
を
見
学
。
私
自
身
、

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
工
場
見
学
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

戸
畑
地
区
に
着
い
て
ま
ず
驚
い
た
の
が
、
東
京
ド
ー
ム

２
３
７
個
分
も
あ
る
広
大
な
敷
地
。
設
備
、
建
物
ど
れ

も
が
大
規
模
で
見
て
い
る
だ
け
で
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

バ
ス
で
総
合
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。
最
初
に
同
社
の
田

中
室
長
、
島
上
室
長
、
藤
田
主
査
、
西
田
主
幹
に
ご
挨

拶
と
名
刺
交
換
を
し
た
後
に
、
ビ
デ
オ
で
同
社
の
沿
革

と
事
業
内
容
、
さ
ら
に
製
銑
↓
製
鋼
↓
圧
延
↓
表
面
処

理
加
工
の
順
番
で
製
品
が
出
来
上
が
る
様
子
な
ど
に
つ

㈱
神
宮
製
作
所　

中
村
匡
宏

驚
愕
と
感
動
に
満
ち
た
１
日

新
日
鐵
住
金
㈱
八
幡
製
鉄
所
工
場
見
学
を
終
え
て

巨大な1億屯達成記念コイル

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合 

一
般
缶
缶
友
会

度
の
熱
風
で
コ
ー
ク
ス
が
燃
え
、
鉄
鉱
石
が
溶
け
真
っ

赤
な
銑
鉄
が
で
き
る
の
を
見
て
ま
た
び
っ
く
り
。

　

次
が
熱
延
工
場
。
あ
い
に
く
熱
延
加
工
が
止
ま
っ
て

い
て
、
残
念
な
が
ら
連
続
熱
間
圧
延
の
様
子
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ス
ラ

ブ
を
9
0
0
〜
1
2
0
0
度
の

高
温
で
圧
延
し
、
1.2
〜
25　

の

さ
ま
ざ
ま
な
厚
み
の
ホ
ッ
ト
コ

イ
ル
に
造
り
込
む
工
程
を
分
か

り
易
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
工
場
を
出
る
と
待
ち
受

け
て
い
た
の
は
巨
大
な
鉄
の

塊
！
鉄
を
板
状
に
延
ば
し
、
均

一
の
厚
さ
で
ロ
ー
ル
状
に
し
た

も
の
で
、〝
1
億
屯
記
念
〞
と

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、い
よ
い
よ
工
場
見
学
で
す
。
今
回
は
「
第

四
高
炉
工
場
」「
熱
延
工
場
」「
電
気
ブ
リ
キ
工
場
」
の

３
ヵ
所
。
高
炉
工
場
へ
向
か
う
途
中
の
景
色
が
、
徐
々

に
赤
茶
色
や
黒
に
変
化
し
て
い
く
の
に
は
び
っ
く
り
。

ま
た
原
材
料
や
溶
か
し
た
鉄
を
運
ぶ
鉄
道
が
敷
地
内
で

多
方
向
に
敷
か
れ
て
い
て
、
な
ん
と
レ
ー
ル
の
総
延
長

が
98　

に
も
お
よ
ぶ
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

高
炉
工
場
に
到
着
後
、
最
初
に
目
に
入
っ
た
の
が
、

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ボ
ー
ル
形
を
し
た
黒
く
重
厚
そ
う
な

「
ト
ー
ピ
ー
ド
カ
ー
」
と
い
う
車
輪
付
き
の
運
搬
車
。

高
炉
か
ら
出
た
ば
か
り
の
真
っ
赤
な
銑
鉄
を
入
れ
て
、

次
の
工
程
へ
運
ぶ
た
め
の
車
両
で
す
が
、
離
れ
て
い
る

の
に
銑
鉄
の
ゆ
ら
ゆ
ら
立
ち
上
る
熱
気
は
恐
ろ
し
く
も

あ
り
ま
し
た
。
中
の
温
度
は
1
5
0
0
度
に
も
な
る
そ

km

う
で
、　

そ
の
工
場
に
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
コ
ー
ク
ス

と
石
灰
石
、
鉄
鉱
石
な
ど
が
高
炉
に
入
り
、
1
2
0
0

mm

工場見学
レポート
2

同
組
合
の
皆
様
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
こ
が
唯
一
の
撮
影
許
可

エ
リ
ア
で
し
た
の
で
、
数
枚
の
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

次
の
見
学
先
は
電
気
ブ
リ
キ
工
場
。
圧
延
し
た
極
薄

鋼
板
上
に
錫
な
ど
で
電
気
メ
ッ
キ
し
て
耐
食
性
、
成
形

性
、
強
度
を
兼
ね
備
え
た
容
器
用
表
面
処
理
鋼
板
の
製

造
ラ
イ
ン
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
材
料
と
し
て
全
国

各
地
の
多
種
多
様
な
鉄
が
使
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
常
に
さ

ま
ざ
ま
な
経
路
で
動
い
て
い
て
、
す
べ
て
を
き
ち
ん
と

把
握
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
今
ど
こ
に

ど
の
材
料
の
鉄
が
あ
る
か
」
が
す
ぐ
に
追
跡
で
き
る
管

理
体
制
の
も
と
、
緻
密
な
工
程
管
理
が
で
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
の
中
で
「
社
名
」
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
鎖
国
に
よ
り
わ
が
国
の
製
鉄
は
世
界
か
ら
１

５
０
年
遅
れ
て
い
た
の
で
、
八
幡
製
鉄
所
は
ド
イ
ツ
に

設
計
建
築
を
依
頼
、
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
る
海
外
向

け
の
社
名
「
Y
A
W
A
T
A
（
ヤ
ワ
タ
）」
は
、
そ
の

時
に
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

普
段
入
れ
な
い
場
所
で
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
施
設
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意

義
で
し
た
。
懇
親
会
で
は
福
岡
製
缶
㈱
の
立
川
製
造
部

長
に
出
迎
え
て
頂
き
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
と
と
も
に
懇

親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
貴
重
な
機
会

を
設
け
て
頂
き
ま
し
た
八
幡
製
鉄
所
の
方
々
及
び
富
安

㈱
取
締
役
松
苗
部
長
、
並
び
に
大
変
充
実
し
た
視
察
研

修
旅
行
を
企
画
し
て
頂
い
た
幹
事
の
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
5

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
と
新
し
い
価
値
創
造
の
必
要
性
を
学
ぶ

■
基
調
講
演
要
旨

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
27
年
７
月
３
日
、
東
京
・
港
区
の
浜
松
町
東
京
會
舘
で
「
一

般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
5
」
を
開
催
し
、
58
社
・
1
3
5
名
が
出
席
し
た
。
第
１
部

で
は
明
星
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
吉
岡
聖
美 

准
教
授
に
よ
る
「
モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
」

と
題
す
る
基
調
講
演
、
第
２
部
で
は
「
一
般
缶
の
新
し
い
価
値
創
造
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
産
学
官

を
代
表
す
る
４
人
の
識
者
を
招
き
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
第
3
部
で
は
交
流
パ
ー
テ
ィ

ー
を
行
い
、女
性
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
で
あ
る
「
ほ
わ
っ
と
・
カ
ン
カ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

か
ら
3
名
が
参
加
し
、
一
般
缶
の
商
品
開
発
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。（
司
会
は
鳥
居
廣
運
営
委
員
長
）

１
．
デ
ザ
イ
ン
と
感
性
デ
ザ
イ
ン

　

デ
ザ
イ
ン
は
、
人
が
創
り
出
す
モ
ノ
と
、
人
・
社
会
・

自
然
と
を
結
び
つ
け
て
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
の
生
活
や
社
会
を
豊
か
に
す
る
。
デ
ザ
イ
ン
は
機
能

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
美
術

と
は
異
な
る
。
デ
ザ
イ
ン
学
は
、
デ
ザ
イ
ン
サ
イ
エ
ン

ス
で
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
質
の
高
い
生
活
、
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
科
学
の
学
問
で
あ
る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
、
中
身
を
保
護
す
る
と
い
う
機
能
が
あ
る
。
ス
チ
ー

ル
缶
は
独
自
の
優
れ
た
特
徴
的
な
機
能
を
持
っ
て
い
る

が
、近
年
、科
学
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
密
閉
性
で
は
、

例
え
ば
紙
箱
で
も
個
包
装
や
脱
酸
素
剤
を
使
っ
て
、
そ

の
機
能
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
別
の
素

材
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
中
身
の

生
産
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
需
要
が
減
少

し
て
い
る
要
因
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
缶
の
需
要
が
増

え
る
の
か
。
缶
が
他
の
素
材
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
場

合
を
想
定
す
る
と
、
缶
が
持
つ
機
能
が
他
素
材
で
も
カ

バ
ー
で
き
て
し
ま
う
か
ら
需
要
が
減
少
す
る
。
そ
れ
を

補
う
た
め
に
缶
の
持
っ
て
い
る
機
能
に
、
デ
ザ
イ
ン
で

考
え
た
機
能
・
魅
力
を
付
加
し
て
は
ど
う
か
。
元
々
も

っ
て
い
る
缶
の
魅
力
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
高
め
ら
れ
る

満席の会場で熱心に耳を傾ける参加者の皆さん

講
師
／
明
星
大
学 

デ
ザ
イ
ン
学
部

准
教
授　

吉
岡
聖
美
氏

「
モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
」
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◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

並
び
に
組
合
員
各
位
に
知
恵
を
借
り
な
が
ら
考
え

行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

中
田
理
事
長
を
中
心
と
し
た
、
一般
缶
の
価
値
向
上

に
対
す
る
取
り
組
み
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
力

す
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【経歴】
1976年7月生まれ。2000
年3月甲南大学卒。2003
年3月大阪製罐㈱入社。
2010年11月常務取締役
営業部長。2013年10月
代表取締役社長
■西日本一般缶工業協同
組合役員歴／2015年5月
副理事長
■全日本一般缶工業団体
連合会役員歴／2015年
6月理事

　

平
成
27
年
４
月
23
日
、
新
日
鐵
住
金
㈱
名
古
屋
製
鉄

所
工
場
見
学
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
・
賛
助
会
員
含

め
総
勢
15
社
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
ハ

ー
ビ
ス
前
で
集
合
し
、
午
前
8
時
30
分
に
出
発
し
ま
し

た
。
11
時
30
分
到
着
。
敷
地
内
を
バ
ス
で
移
動
中
、
野

球
場
、
体
育
館
、
専
用
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
の
施
設
が
見
え
、

一
つ
の
町
の
光
景
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
展
示
ホ
ー
ル
で
ご
挨
拶
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
な
ら

び
に
名
古
屋
製
鉄
所
の
業
務
・
施
設
概
要
の
説
明
を
受

け
て
、
従
業
員
・
協
力
会
社
の
方
を
合
わ
せ
約
1
万
人

が
従
事
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

高
炉
↓
転
炉
↓
二
次
精
錬
↓
連
続
鋳
造
↓
熱
延
↓
酸

洗
↓
冷
間
圧
延
↓
２
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｌ
↓
コ
イ
ル
化
↓
め
っ
き

↓
出
荷
・
セ
ン
断
・
ラ
ミ
ネ
ー
ト
（
Ｔ
Ｆ
Ｓ
）
と
製
造

工
程
の
順
を
追
っ
て
見
学
し
ま
し
た
。

　

午
後
12
時
20
分
。
原
材
料
置
場
を
経
由
し
高
炉
へ
。

道
中
大
型
ク
レ
ー
ン
車
（
ス
ラ
ブ
運
搬
）
と
対
向
し
て

す
れ
違
う
と
バ
ス
の
中
に
居
な
が
ら
高
熱
の
熱
気
を
感

じ
、
ス
ラ
ブ
の
温
度
を
直
に
体
感
し
ま
し
た
。
高
炉
に

到
着
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
室
は
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
状
況
判
断
に
よ
り
、

最
終
的
に
は
人
の
経
験
が
重
要
と
の
こ
と
。
50
代
の
方

が
中
心
に
操
作
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
技
術
の
継
承

は
容
易
で
は
な
い
そ
う
で
す
。

　

熱
延
工
場
は
、
今
回
は
定
修
中
で
内
部
の
案
内
の
み

と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
め
っ
き
工
場
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
室
で
担
当
者
が
流
れ
る
鋼
板
を
目
視
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が
進

ん
で
い
る
中
で
も
、
経
験
が
必
要
な
場
面
も
多
々
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
な
環
境
化
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
な
面
の
必
要

性
を
再
認
識
致
し
ま
し
た
。

善
友
金
属
㈱　

藤
田
淳
一

　

私
自
身
、
製
鉄
所
の
工
場
見
学
は
初
め
て
で
し
た
の

で
、
目
に
映
る
も
の
す
べ
て
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま

さ
に
鉄
の
製
造
の
原
点
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
、
鉄
は
国

家
な
り
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
重
み
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
技
術
の
継
承
の
課
題
や
安
全
に

対
す
る
配
慮
、
製
造
機
械
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
は

我
々
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
ご
対
応
頂
き
ま
し
た
名
古
屋
製
鉄
所
、
並
び

に
見
学
会
を
設
定
頂
き
ま
し
た
西
日
本
一
般
缶
工
業
協

ま
さ
に
鉄
の
製
造
の
原
点

工場見学
レポート

新
日
鐵
住
金
㈱
名
古
屋
製
鉄
所
見
学
会

工場見学に参加された皆さん

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

■
中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

　

理
事
長
に
池
田
祥
三
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長
石
川
博
章
氏
（
再
任
）

　

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
平
成
27
年
５
月
21
日
、

名
古
屋
市
中
区
の
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
第
65
回
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状
を
含
め
８
名
。

事
務
局
が
開
会
を
宣
し
、
池
田
祥
三
理
事
長
が
挨
拶
し

た
の
ち
議
長
と
な
り
「
平
成
26
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
関
す
る
件
」

「
平
成
27
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
の
承
認

に
関
す
る
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に

関
す
る
件
」
は
選
考
委
員
に
よ
る
指
名
推
選
の
方
法
で

行
わ
れ
、
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
で
役
付
理
事
が
選
任

さ
れ
た
。
石
川
博
章
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

理
事
長
　
池
田
祥
三
（
再
任
・
興
和
製
缶
㈱
社
長
）

副
理
事
長　

石
川
博
章
（
再
任
・
側
島
製
罐
㈱
社
長
）

理
事　

山
梨
勝
（
再
任
・
静
岡
製
罐
㈲
社
長
）・
中
川

泰（
再
任
・
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ス
㈱
社
長
）・
近
藤
正
臣（
再

任
・
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
名
古
屋
金
属
工
場
代
表
）・
安
藤

宏
行
（
再
任
・
日
東
製
罐
販
売
㈱
社
長
）

監
事　

田
中
耕
太
郎
（
再
任
・
㈱
銅
辰
製
作
所
社
長
）

1

工場見学に参加された皆さん

　

平
成
27
年
２
月
13
日
〜
14
日
に
一
般
缶
缶
友
会
主
催

に
よ
る
「
新
日
鐵
住
金
㈱
八
幡
製
鉄
所
工
場
見
学
及
び

研
修
旅
行
」
に
総
勢
18
社
22
名
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
同
製
鉄
所
の
戸
畑
地
区
を
見
学
。
私
自
身
、

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
工
場
見
学
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

戸
畑
地
区
に
着
い
て
ま
ず
驚
い
た
の
が
、
東
京
ド
ー
ム

２
３
７
個
分
も
あ
る
広
大
な
敷
地
。
設
備
、
建
物
ど
れ

も
が
大
規
模
で
見
て
い
る
だ
け
で
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

バ
ス
で
総
合
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。
最
初
に
同
社
の
田

中
室
長
、
島
上
室
長
、
藤
田
主
査
、
西
田
主
幹
に
ご
挨

拶
と
名
刺
交
換
を
し
た
後
に
、
ビ
デ
オ
で
同
社
の
沿
革

と
事
業
内
容
、
さ
ら
に
製
銑
↓
製
鋼
↓
圧
延
↓
表
面
処

理
加
工
の
順
番
で
製
品
が
出
来
上
が
る
様
子
な
ど
に
つ

㈱
神
宮
製
作
所　

中
村
匡
宏

驚
愕
と
感
動
に
満
ち
た
１
日

新
日
鐵
住
金
㈱
八
幡
製
鉄
所
工
場
見
学
を
終
え
て

巨大な1億屯達成記念コイル

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合 

一
般
缶
缶
友
会

度
の
熱
風
で
コ
ー
ク
ス
が
燃
え
、
鉄
鉱
石
が
溶
け
真
っ

赤
な
銑
鉄
が
で
き
る
の
を
見
て
ま
た
び
っ
く
り
。

　

次
が
熱
延
工
場
。
あ
い
に
く
熱
延
加
工
が
止
ま
っ
て

い
て
、
残
念
な
が
ら
連
続
熱
間
圧
延
の
様
子
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ス
ラ

ブ
を
9
0
0
〜
1
2
0
0
度
の

高
温
で
圧
延
し
、
1.2
〜
25　

の

さ
ま
ざ
ま
な
厚
み
の
ホ
ッ
ト
コ

イ
ル
に
造
り
込
む
工
程
を
分
か

り
易
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
工
場
を
出
る
と
待
ち
受

け
て
い
た
の
は
巨
大
な
鉄
の

塊
！
鉄
を
板
状
に
延
ば
し
、
均

一
の
厚
さ
で
ロ
ー
ル
状
に
し
た

も
の
で
、〝
1
億
屯
記
念
〞
と

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、い
よ
い
よ
工
場
見
学
で
す
。
今
回
は
「
第

四
高
炉
工
場
」「
熱
延
工
場
」「
電
気
ブ
リ
キ
工
場
」
の

３
ヵ
所
。
高
炉
工
場
へ
向
か
う
途
中
の
景
色
が
、
徐
々

に
赤
茶
色
や
黒
に
変
化
し
て
い
く
の
に
は
び
っ
く
り
。

ま
た
原
材
料
や
溶
か
し
た
鉄
を
運
ぶ
鉄
道
が
敷
地
内
で

多
方
向
に
敷
か
れ
て
い
て
、
な
ん
と
レ
ー
ル
の
総
延
長

が
98　

に
も
お
よ
ぶ
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

高
炉
工
場
に
到
着
後
、
最
初
に
目
に
入
っ
た
の
が
、

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ボ
ー
ル
形
を
し
た
黒
く
重
厚
そ
う
な

「
ト
ー
ピ
ー
ド
カ
ー
」
と
い
う
車
輪
付
き
の
運
搬
車
。

高
炉
か
ら
出
た
ば
か
り
の
真
っ
赤
な
銑
鉄
を
入
れ
て
、

次
の
工
程
へ
運
ぶ
た
め
の
車
両
で
す
が
、
離
れ
て
い
る

の
に
銑
鉄
の
ゆ
ら
ゆ
ら
立
ち
上
る
熱
気
は
恐
ろ
し
く
も

あ
り
ま
し
た
。
中
の
温
度
は
1
5
0
0
度
に
も
な
る
そ

km

う
で
、　

そ
の
工
場
に
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
コ
ー
ク
ス

と
石
灰
石
、
鉄
鉱
石
な
ど
が
高
炉
に
入
り
、
1
2
0
0

mm

工場見学
レポート
2

同
組
合
の
皆
様
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
こ
が
唯
一
の
撮
影
許
可

エ
リ
ア
で
し
た
の
で
、
数
枚
の
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

次
の
見
学
先
は
電
気
ブ
リ
キ
工
場
。
圧
延
し
た
極
薄

鋼
板
上
に
錫
な
ど
で
電
気
メ
ッ
キ
し
て
耐
食
性
、
成
形

性
、
強
度
を
兼
ね
備
え
た
容
器
用
表
面
処
理
鋼
板
の
製

造
ラ
イ
ン
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
材
料
と
し
て
全
国

各
地
の
多
種
多
様
な
鉄
が
使
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
常
に
さ

ま
ざ
ま
な
経
路
で
動
い
て
い
て
、
す
べ
て
を
き
ち
ん
と

把
握
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
今
ど
こ
に

ど
の
材
料
の
鉄
が
あ
る
か
」
が
す
ぐ
に
追
跡
で
き
る
管

理
体
制
の
も
と
、
緻
密
な
工
程
管
理
が
で
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
の
中
で
「
社
名
」
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
鎖
国
に
よ
り
わ
が
国
の
製
鉄
は
世
界
か
ら
１

５
０
年
遅
れ
て
い
た
の
で
、
八
幡
製
鉄
所
は
ド
イ
ツ
に

設
計
建
築
を
依
頼
、
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
る
海
外
向

け
の
社
名
「
Y
A
W
A
T
A
（
ヤ
ワ
タ
）」
は
、
そ
の

時
に
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

普
段
入
れ
な
い
場
所
で
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
施
設
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意

義
で
し
た
。
懇
親
会
で
は
福
岡
製
缶
㈱
の
立
川
製
造
部

長
に
出
迎
え
て
頂
き
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
と
と
も
に
懇

親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
貴
重
な
機
会

を
設
け
て
頂
き
ま
し
た
八
幡
製
鉄
所
の
方
々
及
び
富
安

㈱
取
締
役
松
苗
部
長
、
並
び
に
大
変
充
実
し
た
視
察
研

修
旅
行
を
企
画
し
て
頂
い
た
幹
事
の
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
5

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
と
新
し
い
価
値
創
造
の
必
要
性
を
学
ぶ

■
基
調
講
演
要
旨

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
27
年
７
月
３
日
、
東
京
・
港
区
の
浜
松
町
東
京
會
舘
で
「
一

般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
5
」
を
開
催
し
、
58
社
・
1
3
5
名
が
出
席
し
た
。
第
１
部

で
は
明
星
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
吉
岡
聖
美 

准
教
授
に
よ
る
「
モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
」

と
題
す
る
基
調
講
演
、
第
２
部
で
は
「
一
般
缶
の
新
し
い
価
値
創
造
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
産
学
官

を
代
表
す
る
４
人
の
識
者
を
招
き
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
第
3
部
で
は
交
流
パ
ー
テ
ィ

ー
を
行
い
、女
性
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
で
あ
る
「
ほ
わ
っ
と
・
カ
ン
カ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

か
ら
3
名
が
参
加
し
、
一
般
缶
の
商
品
開
発
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。（
司
会
は
鳥
居
廣
運
営
委
員
長
）

１
．
デ
ザ
イ
ン
と
感
性
デ
ザ
イ
ン

　

デ
ザ
イ
ン
は
、
人
が
創
り
出
す
モ
ノ
と
、
人
・
社
会
・

自
然
と
を
結
び
つ
け
て
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
の
生
活
や
社
会
を
豊
か
に
す
る
。
デ
ザ
イ
ン
は
機
能

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
美
術

と
は
異
な
る
。
デ
ザ
イ
ン
学
は
、
デ
ザ
イ
ン
サ
イ
エ
ン

ス
で
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
質
の
高
い
生
活
、
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
科
学
の
学
問
で
あ
る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
、
中
身
を
保
護
す
る
と
い
う
機
能
が
あ
る
。
ス
チ
ー

ル
缶
は
独
自
の
優
れ
た
特
徴
的
な
機
能
を
持
っ
て
い
る

が
、近
年
、科
学
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
密
閉
性
で
は
、

例
え
ば
紙
箱
で
も
個
包
装
や
脱
酸
素
剤
を
使
っ
て
、
そ

の
機
能
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
別
の
素

材
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
中
身
の

生
産
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
需
要
が
減
少

し
て
い
る
要
因
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
缶
の
需
要
が
増

え
る
の
か
。
缶
が
他
の
素
材
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
場

合
を
想
定
す
る
と
、
缶
が
持
つ
機
能
が
他
素
材
で
も
カ

バ
ー
で
き
て
し
ま
う
か
ら
需
要
が
減
少
す
る
。
そ
れ
を

補
う
た
め
に
缶
の
持
っ
て
い
る
機
能
に
、
デ
ザ
イ
ン
で

考
え
た
機
能
・
魅
力
を
付
加
し
て
は
ど
う
か
。
元
々
も

っ
て
い
る
缶
の
魅
力
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
高
め
ら
れ
る

満席の会場で熱心に耳を傾ける参加者の皆さん

講
師
／
明
星
大
学 

デ
ザ
イ
ン
学
部

准
教
授　

吉
岡
聖
美
氏

「
モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
」
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パネリスト略歴

コーディネーター略歴

齋藤光由（さいとう みつよし）氏
齋藤製罐㈱代表取締役社長
神奈川県横浜市生まれ。1990
年大学卒業後、1991年大手不
織布メーカーに就職。1995年齋
藤製罐㈱入社。営業、総務・管
理などの経験を経て2007年5月社長。2010年8月
東日本一般缶工業協同組合一般缶缶友会会長

宇南山加子（うなやま ますこ）氏
㈱SyuRo代表取締役
1975年東京都生まれ。女子美
術短期大学生活デザイン科卒。
照明メーカーを経て谷匡子に師
事、1999年独立。生活デザイン
雑貨の企画会社㈱SyuRoを設立。2004年台東デザ
イナーズヴィレッジに入居。2008年生活デザイン雑貨
店SyuRoをオープン

吉岡聖美（よしおか きよみ）氏
明星大学デザイン学部准教授
1964年香川県生まれ。2011
年筑波大学大学院人間総合科
学研究科博士後期課程修了。
博士（デザイン学）。同年4月より
筑波大学芸術系研究員、2012年9月より明星大学
造形芸術学部非常勤講師を経て2014年4月より現
職。専門は感性デザイン

山下隆也（やました たかなり）氏
経済産業省製造産業局鉄鋼課長
1967年神奈川県生まれ。1990
年東京大学経済学部卒。同年4
月通商産業省（現経済産業省）
入省。2008年車両課長、2010
年官民交流（花王）などを経て、2014年7月から現職

広浜泰久（ひろはま やすひさ）氏
全日本一般缶ＰＲ活動推進協議
会 委員長
1951年東京都生まれ。1974年
慶應義塾大学経済学部卒。1993
年5月東日本一般缶工業協同組
合理事。2003年5月副理事長。2003年6月全日本一
般缶工業団体連合会理事。2005年6月より現職。
2008年4月㈱ヒロハマ代表取締役会長

と
多
く
の
人
が
魅
力
を
感
じ
、
よ
り
多
く
の
人
の
感
性

に
働
き
か
け
る
。
そ
の
心
に
働
き
か
け
る
よ
う
な
魅
力

と
し
て
、
私
の
専
門
で
あ
る
感
性
デ
ザ
イ
ン
の
効
果
を

付
加
で
き
な
い
か
と
考
え
て
み
た
。
感
性
は
人
の
心
に

あ
る
。
思
考
の
素
材
と
な
る
感
覚
的
な
認
識
と
い
う
こ

と
。
全
て
の
人
が
共
通
し
て
感
じ
る
「
生
ま
れ
な
が
ら

の
感
性
」
と
、
文
化
的
な
背
景
や
教
育
に
よ
っ
て
「
後

天
的
に
得
た
感
性
」
が
あ
る
。
こ
の
感
性
の
仕
組
み
を

活
用
し
て
、
多
く
の
人
に
同
じ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
魅

力
と
か
効
果
を
も
た
ら
そ
う
と
い
う
の
が
、
感
性
デ
ザ

イ
ン
だ
。
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
も
の
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
製

品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
使
用
者
が
い
る
。
そ
の
対
象
者
に

あ
っ
た
モ
ノ
を
作
る
た
め
の
要
素
を
研
究
し
て
、
そ
の

使
用
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
モ
ノ
を
作
る
。
感
性

デ
ザ
イ
ン
で
は
人
の
印
象
と
か
イ
メ
ー
ジ
を
測
る
た
め

に
、
モ
ノ
と
か
デ
ザ
イ
ン
に
対
し
て
、
相
反
す
る
「
冷

た
い
・
温
か
い
」「
人
工
的
・
自
然
な
」
と
い
う
よ
う
な
、

形
容
詞
の
対
に
な
っ
て
い
る
尺
度
で
人
の
感
じ
方
を
測

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
人
に
共
通
す
る
印
象
・
イ

メ
ー
ジ
を
把
握
で
き
る
。
そ
の
印
象
に
関
係
す
る
デ
ザ

イ
ン
の
要
素
、
色
、
形
、
素
材
、
構
成
を
製
作
に
活
用

す
る
と
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
印
象
を
感
じ
さ
せ
る
、

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
製
品
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
モ
ノ
の
魅
力
を
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
付
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
．
デ
ザ
イ
ン
で
考
え
る
缶
の
魅
力

　

連
合
会
の
企
画
し
た
浮
世
絵
缶
シ
リ
ー
ズ
の
第
３
弾

「
赤
富
士
」
を
見
た
時
に
、
ス
チ
ー
ル
そ
の
も
の
の
光

沢
が
生
か
さ
れ
て
空
の
色
が
と
て
も
美
し
い
と
思
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
缶
自
体
の
魅
力
を
引
き
出
す
デ
ザ
イ
ン
も

あ
る
が
、
何
か
付
加
し
た
い
効
果
を
考
え
る
方
法
も
あ

る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
の
缶
は
中
身
の
た
め
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
。
中
身
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ

ン
や
形
に
よ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
中
身
を
よ
り
引
き
立
て

る
。
で
は
、
中
に
何
も
入
っ
て
い
な
い
、
入
れ
物
と
し

て
の
缶
を
販
売
す
る
場
合
、
ど
う
い
う
デ
ザ
イ
ン
が
魅

力
的
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
缶
の
魅
力
を
計
測
、
数
値

化
し
て
そ
の
魅
力
や
効
果
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
に

な
る
。
例
え
ば
、
缶
を
見
て
、
触
っ
て
、
手
に
持
っ
て

何
か
を
入
れ
た
く
な
る
と
か
、
そ
の
缶
が
欲
し
く
な
る

よ
う
な
気
分
に
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
、
入
れ
た
く
な
る
よ

う
な
効
果
を
持
つ
缶
。
そ
う
考
え
る
と
入
れ
た
い
モ
ノ

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
缶
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
要
素
を
缶
の
デ
ザ
イ
ン
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
何
か

入
れ
た
く
な
る
缶
が
で
き
る
と
考
え
た
。
イ
メ
ー
ジ
と

い
う
の
は
過
去
の
記
憶
か
ら
く
る
の
で
、
こ
の
缶
に
入

れ
て
欲
し
い
と
思
う
モ
ノ
の
ヒ
ン
ト
が
、
こ
の
缶
の
デ

ザ
イ
ン
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
含
ま
れ
て
い
る
と
、
イ
メ

ー
ジ
す
る
、
連
想
す
る
と
い
う
こ
と
が
誘
導
さ
れ
る
。

　

防
災
用
の
保
存
缶
は
、
災
害
時
の
食
品
だ
か
ら
長
期

保
存
と
い
う
優
れ
た
特
質
が
生
か
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
素
材
で
は
果
た
せ
な
い
機
能
だ
。

通
常
の
食
事
と
は
異
な
る
、
特
異
な
環
境
で
食
べ
る
食

品
に
な
る
。
保
存
食
は
、
災
害
時
を
想
定
し
て
、
そ
こ

で
求
め
ら
れ
る
機
能
を
デ
ザ
イ
ン
で
考
え
て
み
る
と
、

例
え
ば
、
入
れ
物
が
お
皿
と
か
お
椀
に
な
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
れ
ば
、
災
害
時
に
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
、
多

く
の
人
の
需
要
を
満
た
す
機
能
と
し
て
は
魅
力
的
な
デ

ザ
イ
ン
に
な
る
。
ま
た
、保
存
缶
の
食
品
を
食
べ
る
時
は
、

緊
張
し
て
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
な
る
環
境
の
中
が
想
定

さ
れ
る
。
食
事
だ
け
で
は
な
く
て
、
こ
の
缶
と
い
う
入

れ
物
が
、
例
え
ば
ホ
ッ
と
す
る
、
安
心
す
る
、
気
持
ち

が
穏
や
か
に
な
る
と
い
う
効
果
を
持
っ
て
い
た
ら
ど
う

か
。
保
存
食
が
入
っ
た
こ
の
缶
を
見
る
こ
と
で
、
触
る

こ
と
で
、
手
に
持
つ
こ
と
で
、
心
が
和
む
、
ホ
ッ
と
す

る
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。
そ
う
い
う

気
持
ち
を
誘
導
す
る
缶
が
魅
力
的
で
は
な
い
か
。
デ
ザ

イ
ン
の
力
で
魅
力
の
あ
る
機
能
と
効
果
を
加
え
て
、
多

く
の
人
の
心
を
よ
り
豊
か
に
す
る
、
と
い
う
デ
ザ
イ
ン

の
可
能
性
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。

の
利
便
性
を
考
え
て
中
身
商
品
の
充
填
も
始
め
て

い
る
。

広
浜　

一
般
缶
業
界
で
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
の
可
能

性
や
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
。

吉
岡　

入
れ
物
で
あ
る
缶
の
機
能
に
効
果
を
持
た

せ
る
と
、
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
中
身
業
者
が

缶
に
合
わ
せ
て
中
身
を
考
え
る
こ
と
も
あ
る
は
ず

だ
。
入
れ
物
の
側
か
ら
中
身
に
働
き
か
け
、
デ
ザ

イ
ン
で
魅
力
を
付
加
す
れ
ば
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

開
発
の
可
能
性
の
一
つ
に
な
る
。
一
般
缶
業
界
か

ら
能
動
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
活
気
や
活
力

が
全
体
的
に
上
が
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
色
鉛
筆
の
ケ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
。
色
鉛

筆
が
描
か
れ
て
い
る
と
書
き
た
く
な
る
と
い
う
効

果
を
与
え
る
。
子
供
が
使
う
こ
と
を
想
定
す
れ
ば

開
け
や
す
い
、
し
ま
い
や
す
い
、
と
い
う
機
能
を

持
た
せ
る
。
今
で
は
高
齢
者
に
優
し
い
こ
と
も
必

要
だ
。
缶
本
来
の
機
能
に
付
加
し
て
全
く
別
の
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
新
し
い
開
発
の
視
点
だ
。

広
浜　

容
器
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
新
し
い
価

値
創
造
と
海
外
展
開
の
動
き
に
つ
い
て
。

宇
南
山　

S
y
u
R
o
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
職

人
の
技
術
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
作
っ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
手
作
り
の
ブ
リ
キ
缶

が
あ
る
。
こ
れ
は
生
活
者
と
し
て
ど
ん
な
缶
が
欲

し
い
か
を
考
え
た
上
で
商
品
化
し
た
。S
y
u
Ro

は
、「
五
感
に
響
く
商
品
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
企

画
し
て
い
る
。
自
己
満
足
で
作
っ
た
缶
が
、
こ
ん

な
に
支
持
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

自
分
と
同
じ
よ
う
に
思
う
人
た
ち
が
多
く
て
、
缶

が
口
コ
ミ
で
、
だ
ん
だ
ん
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
は
銅
や
真
ち
ゅ
う
な
ど
素
材
感
を
出
せ
る
商
品

広
浜　

一
般
缶
業
界
の
実
情
と
新
た
な
取
り
組
み

に
つ
い
て

齋
藤　

金
属
容
器
は
容
器
自
体
の
高
級
感
や
中
身

の
品
質
保
持
と
い
う
点
で
は
、
他
容
器
よ
り
非
常

に
優
れ
て
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
非
常
に
高
い

の
に
一
般
消
費
者
に
は
、
こ
の
こ
と
が
十
分
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
マ
グ
ネ
ッ
ト
に
付
く
、
熱

伝
導
が
い
い
、
牛
乳
に
砂
糖
を
入
れ
て
振
り
回
す

と
バ
タ
ー
に
変
わ
る
と
い
っ
た
金
属
容
器
の
特
徴

を
い
か
に
ユ
ー
ザ
ー
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。
昨
今
、
容
器
は
多
様
化
し
て
い
る
が
、
缶
は

充
填
ス
ピ
ー
ド
が
一
番
速
い
の
に
、
ユ
ー
ザ
ー
ニ

ー
ズ
や
メ
カ
ー
の
趣
向
で
他
容
器
に
変
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
新
た
な
取
り
組
み
で
は
、
お
客
様

展
開
を
増
や
し
て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で

は
、
職
人
の
技
術
を
ど
う
い
う
思
い
で
、
ど
う
い

う
形
で
、
ど
こ
で
何
を
作
っ
て
い
る
か
を
き
ち
ん

と
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
、
お
客
様
の
方
が
喜
ん
で
買

っ
て
く
れ
る
。
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
対
し
て
は
、

海
外
の
方
が
は
る
か
に
敏
感
で
、
た
く
さ
ん
の
日

本
の
技
術
を
認
識
し
関
心
を
も
っ
て
見
て
く
れ
る
。

自
分
た
ち
が
誇
り
を
持
っ
て
、「
す
ご
く
素
敵
だ
」

と
口
で
伝
え
る
こ
と
が
一
番
重
要
だ
。
７
〜
８
年

前
か
ら
海
外
展
開
に
乗
り
出
し
た
。
パ
リ
に
あ
る

「
メ
ル
シ
ー
」
と
い
う
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
営

業
を
か
け
何
回
も
断
ら
れ
た
が
、
職
人
の
技
術
の

す
ご
さ
な
ど
身
近
な
こ
と
を
話
す
営
業
活
動
が
功

を
奏
し
て
、
自
社
商
品
を
そ
の
店
に
置
く
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
人
伝
え
の
ア
ピ
ー
ル
を
続

け
た
お
か
げ
で
現
在
80
店
舗
、
30
ヶ
国
ほ
ど
に
卸

す
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
た
ち
は
デ
ザ
イ
ン
が
主

で
モ
ノ
づ
く
り
は
で
き
な
い
の
で
、
今
後
は
作
り

手
の
後
継
が
大
き
な
問
題
と
感
じ
て
い
る
。

広
浜　

行
政
の
立
場
か
ら
、
支
援
制
度
を
含
め
た

他
業
界
の
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
。

山
下　

10
年
以
上
前
、
中
国
産
な
ど
安
い
生
地
に

押
さ
れ
全
国
の
繊
維
産
地
が
疲
弊
し
て
い
た
当
時
、

繊
維
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
を
担
当
す
る
繊
維
課

で
、
服
に
な
る
一
歩
手
前
の
生
地
で
あ
る
テ
キ
ス

タ
イ
ル
業
界
を
支
援
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
、

海
外
に
目
を
向
け
よ
う
と
有
志
企
業
が
海
外
の
有

名
な
展
示
会
や
見
本
市
に
出
た
が
、
そ
の
見
せ
方

を
ひ
と
工
夫
し
た
。
出
展
企
業
が
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ー

ス
的
に
ま
と
ま
っ
て
日
本
の
良
さ
を
理
解
し
て
も

ら
う
や
り
方
を
試
み
た
。
生
地
そ
の
も
の
が
最
後

に
ど
ん
な
衣
服
に
な
る
の
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

な
い
と
バ
イ
ヤ
ー
は
生
地
の
目
利
き
は
で
き
な
い

と
い
う
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
付
き
合
い
の
な
い
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
生
地
屋
が
コ
ラ
ボ
し
て
、
ど
ん
な
衣

服
が
出
来
上
が
る
か
を
見
せ
る
よ
う
に
し
た
。
つ

ま
り
完
成
品
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
演
出
し
た
の

だ
。
海
外
で
も
「
こ
う
い
う
使
い
方
が
あ
れ
ば
一

緒
に
や
ろ
う
か
」
と
い
う
話
が
ボ
チ
ボ
チ
出
始
め

日
本
の
生
地
の
技
術
は
す
ご
い
と
い
う
認
識
が

徐
々
に
広
ま
り
、
何
社
か
は
海
外
取
引
の
拡
大
に

成
功
し
た
。
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
例
は
、
結
局
は
機

能
性
と
意
匠
性
の
問
題
で
あ
っ
た
。
事
情
は
違
う

が
一
般
缶
業
界
も
同
じ
と
思
う
。
団
体
の
総
力
を

挙
げ
て
、
何
か
工
夫
の
余
地
が
あ
り
そ
う
だ
。
海

外
に
や
み
く
も
に
出
て
行
く
の
で
は
な
く
、
例
え

ば
機
能
性
で
は
、
ど
こ
の
国
で
ど
の
く
ら
い
の
ニ

ー
ズ
が
あ
る
の
か
、
意
匠
性
で
は
、
ど
の
エ
リ
ア

で
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
求
め
ら
れ
る
の
か
、
と
い
っ

た
最
低
限
の
市
場
調
査
を
し
た
上
で
海
外
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
支
援
制
度
で
は
、
ジ

ェ
ト
ロ
に
よ
る
展
示
会
出
展
へ
の
助
成
や
国
の

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」「
省
エ
ネ
補
助
金
」
な
ど
、

い
く
つ
か
の
制
度
が
あ
る
の
で
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

ま 

と 

め

広
浜　

齋
藤
社
長
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
充
填
ス

ピ
ー
ド
は
缶
が
一
番
速
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
も
90
%

以
上
あ
る
な
ど
、
缶
の
良
さ
が
一
般
消
費
者
や
ユ

ー
ザ
ー
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
部
分
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

一
般
缶
に
お
け
る
新
た
な
価
値
創
造
の
可
能
性
、

そ
の
中
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
開
発
の
切
り
口
は
３

つ
あ
っ
た
と
思
う
。
１
つ
目
は
売
り
方
、
伝
え
方

の
問
題
。
吉
岡
先
生
か
ら
機
能
性
と
効
果
と
こ
れ

に
合
わ
せ
て
中
身
メ
ー
カ
ー
に
も
っ
と
能
動
的
に

働
き
か
け
る
話
が
出
た
。
こ
の
辺
り
は
売
り
方
、

伝
え
方
で
は
必
要
に
な
る
の
で
押
さ
え
て
お
き
た

い
。
伝
え
方
で
は
、
宇
南
山
社
長
か
ら
、
日
本
の

職
人
の
技
術
は
海
外
で
は
と
て
も
尊
ば
れ
る
と
い

う
話
が
紹
介
さ
れ
た
。
例
え
ば
お
茶
缶
な
ど
の
丸

筒
は
フ
タ
を
そ
っ
と
乗
せ
る
と
ス
ー
っ
と
入
っ
て

い
く
。
こ
れ
を
知
ら
な
い
人
は
「
こ
れ
は
ス
ゴ
イ

技
術
だ
」
と
思
う
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
こ
と
を
も

っ
と
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

２
つ
目
は
用
途
開
発
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
缶
の
用

途
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
も
っ
と
明
確
化
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
缶
の
リ
ユ
ー
ス
で
は
、

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
缶
が
あ
っ
た
ら
書
類
入
れ
に
利
用

す
る
話
や
別
の
も
の
と
し
て
使
う
事
例
の
提
案
も

い
た
だ
い
た
。
各
社
で
方
向
性
は
違
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
選
択
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
性

を
感
じ
た
。

　

３
つ
目
は
一
般
缶
業
界
が
な
す
べ
き
今
後
の
取
り

組
み
。
山
下
課
長
が
提
言
さ
れ
た
海
外
展
開
の
可

能
性
に
つ
い
て
も
繊
維
の
事
例
を
参
考
に
、
そ
の
取

り
組
み
を
強
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

一般缶の課題や将来に向けた様々な提言を語るパネリストの皆さん

一般缶にエールを送る「ほわっと・
カンカンコミュニティ」メンバー

パネル
ディスカッション
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齋藤製罐㈱代表取締役社長
神奈川県横浜市生まれ。1990
年大学卒業後、1991年大手不
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藤製罐㈱入社。営業、総務・管
理などの経験を経て2007年5月社長。2010年8月
東日本一般缶工業協同組合一般缶缶友会会長

宇南山加子（うなやま ますこ）氏
㈱SyuRo代表取締役
1975年東京都生まれ。女子美
術短期大学生活デザイン科卒。
照明メーカーを経て谷匡子に師
事、1999年独立。生活デザイン
雑貨の企画会社㈱SyuRoを設立。2004年台東デザ
イナーズヴィレッジに入居。2008年生活デザイン雑貨
店SyuRoをオープン

吉岡聖美（よしおか きよみ）氏
明星大学デザイン学部准教授
1964年香川県生まれ。2011
年筑波大学大学院人間総合科
学研究科博士後期課程修了。
博士（デザイン学）。同年4月より
筑波大学芸術系研究員、2012年9月より明星大学
造形芸術学部非常勤講師を経て2014年4月より現
職。専門は感性デザイン

山下隆也（やました たかなり）氏
経済産業省製造産業局鉄鋼課長
1967年神奈川県生まれ。1990
年東京大学経済学部卒。同年4
月通商産業省（現経済産業省）
入省。2008年車両課長、2010
年官民交流（花王）などを経て、2014年7月から現職

広浜泰久（ひろはま やすひさ）氏
全日本一般缶ＰＲ活動推進協議
会 委員長
1951年東京都生まれ。1974年
慶應義塾大学経済学部卒。1993
年5月東日本一般缶工業協同組
合理事。2003年5月副理事長。2003年6月全日本一
般缶工業団体連合会理事。2005年6月より現職。
2008年4月㈱ヒロハマ代表取締役会長

と
多
く
の
人
が
魅
力
を
感
じ
、
よ
り
多
く
の
人
の
感
性

に
働
き
か
け
る
。
そ
の
心
に
働
き
か
け
る
よ
う
な
魅
力

と
し
て
、
私
の
専
門
で
あ
る
感
性
デ
ザ
イ
ン
の
効
果
を

付
加
で
き
な
い
か
と
考
え
て
み
た
。
感
性
は
人
の
心
に

あ
る
。
思
考
の
素
材
と
な
る
感
覚
的
な
認
識
と
い
う
こ

と
。
全
て
の
人
が
共
通
し
て
感
じ
る
「
生
ま
れ
な
が
ら

の
感
性
」
と
、
文
化
的
な
背
景
や
教
育
に
よ
っ
て
「
後

天
的
に
得
た
感
性
」
が
あ
る
。
こ
の
感
性
の
仕
組
み
を

活
用
し
て
、
多
く
の
人
に
同
じ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
魅

力
と
か
効
果
を
も
た
ら
そ
う
と
い
う
の
が
、
感
性
デ
ザ

イ
ン
だ
。
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
も
の
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
製

品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
使
用
者
が
い
る
。
そ
の
対
象
者
に

あ
っ
た
モ
ノ
を
作
る
た
め
の
要
素
を
研
究
し
て
、
そ
の

使
用
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
モ
ノ
を
作
る
。
感
性

デ
ザ
イ
ン
で
は
人
の
印
象
と
か
イ
メ
ー
ジ
を
測
る
た
め

に
、
モ
ノ
と
か
デ
ザ
イ
ン
に
対
し
て
、
相
反
す
る
「
冷

た
い
・
温
か
い
」「
人
工
的
・
自
然
な
」
と
い
う
よ
う
な
、

形
容
詞
の
対
に
な
っ
て
い
る
尺
度
で
人
の
感
じ
方
を
測

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
人
に
共
通
す
る
印
象
・
イ

メ
ー
ジ
を
把
握
で
き
る
。
そ
の
印
象
に
関
係
す
る
デ
ザ

イ
ン
の
要
素
、
色
、
形
、
素
材
、
構
成
を
製
作
に
活
用

す
る
と
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
印
象
を
感
じ
さ
せ
る
、

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
製
品
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
モ
ノ
の
魅
力
を
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
付
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
．
デ
ザ
イ
ン
で
考
え
る
缶
の
魅
力

　

連
合
会
の
企
画
し
た
浮
世
絵
缶
シ
リ
ー
ズ
の
第
３
弾

「
赤
富
士
」
を
見
た
時
に
、
ス
チ
ー
ル
そ
の
も
の
の
光

沢
が
生
か
さ
れ
て
空
の
色
が
と
て
も
美
し
い
と
思
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
缶
自
体
の
魅
力
を
引
き
出
す
デ
ザ
イ
ン
も

あ
る
が
、
何
か
付
加
し
た
い
効
果
を
考
え
る
方
法
も
あ

る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
の
缶
は
中
身
の
た
め
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
。
中
身
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ

ン
や
形
に
よ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
中
身
を
よ
り
引
き
立
て

る
。
で
は
、
中
に
何
も
入
っ
て
い
な
い
、
入
れ
物
と
し

て
の
缶
を
販
売
す
る
場
合
、
ど
う
い
う
デ
ザ
イ
ン
が
魅

力
的
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
缶
の
魅
力
を
計
測
、
数
値

化
し
て
そ
の
魅
力
や
効
果
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
に

な
る
。
例
え
ば
、
缶
を
見
て
、
触
っ
て
、
手
に
持
っ
て

何
か
を
入
れ
た
く
な
る
と
か
、
そ
の
缶
が
欲
し
く
な
る

よ
う
な
気
分
に
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
、
入
れ
た
く
な
る
よ

う
な
効
果
を
持
つ
缶
。
そ
う
考
え
る
と
入
れ
た
い
モ
ノ

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
缶
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
要
素
を
缶
の
デ
ザ
イ
ン
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
何
か

入
れ
た
く
な
る
缶
が
で
き
る
と
考
え
た
。
イ
メ
ー
ジ
と

い
う
の
は
過
去
の
記
憶
か
ら
く
る
の
で
、
こ
の
缶
に
入

れ
て
欲
し
い
と
思
う
モ
ノ
の
ヒ
ン
ト
が
、
こ
の
缶
の
デ

ザ
イ
ン
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
含
ま
れ
て
い
る
と
、
イ
メ

ー
ジ
す
る
、
連
想
す
る
と
い
う
こ
と
が
誘
導
さ
れ
る
。

　

防
災
用
の
保
存
缶
は
、
災
害
時
の
食
品
だ
か
ら
長
期

保
存
と
い
う
優
れ
た
特
質
が
生
か
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
素
材
で
は
果
た
せ
な
い
機
能
だ
。

通
常
の
食
事
と
は
異
な
る
、
特
異
な
環
境
で
食
べ
る
食

品
に
な
る
。
保
存
食
は
、
災
害
時
を
想
定
し
て
、
そ
こ

で
求
め
ら
れ
る
機
能
を
デ
ザ
イ
ン
で
考
え
て
み
る
と
、

例
え
ば
、
入
れ
物
が
お
皿
と
か
お
椀
に
な
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
れ
ば
、
災
害
時
に
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
、
多

く
の
人
の
需
要
を
満
た
す
機
能
と
し
て
は
魅
力
的
な
デ

ザ
イ
ン
に
な
る
。
ま
た
、保
存
缶
の
食
品
を
食
べ
る
時
は
、

緊
張
し
て
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
な
る
環
境
の
中
が
想
定

さ
れ
る
。
食
事
だ
け
で
は
な
く
て
、
こ
の
缶
と
い
う
入

れ
物
が
、
例
え
ば
ホ
ッ
と
す
る
、
安
心
す
る
、
気
持
ち

が
穏
や
か
に
な
る
と
い
う
効
果
を
持
っ
て
い
た
ら
ど
う

か
。
保
存
食
が
入
っ
た
こ
の
缶
を
見
る
こ
と
で
、
触
る

こ
と
で
、
手
に
持
つ
こ
と
で
、
心
が
和
む
、
ホ
ッ
と
す

る
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。
そ
う
い
う

気
持
ち
を
誘
導
す
る
缶
が
魅
力
的
で
は
な
い
か
。
デ
ザ

イ
ン
の
力
で
魅
力
の
あ
る
機
能
と
効
果
を
加
え
て
、
多

く
の
人
の
心
を
よ
り
豊
か
に
す
る
、
と
い
う
デ
ザ
イ
ン

の
可
能
性
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。

の
利
便
性
を
考
え
て
中
身
商
品
の
充
填
も
始
め
て

い
る
。

広
浜　

一
般
缶
業
界
で
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
の
可
能

性
や
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
。

吉
岡　

入
れ
物
で
あ
る
缶
の
機
能
に
効
果
を
持
た

せ
る
と
、
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
中
身
業
者
が

缶
に
合
わ
せ
て
中
身
を
考
え
る
こ
と
も
あ
る
は
ず

だ
。
入
れ
物
の
側
か
ら
中
身
に
働
き
か
け
、
デ
ザ

イ
ン
で
魅
力
を
付
加
す
れ
ば
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

開
発
の
可
能
性
の
一
つ
に
な
る
。
一
般
缶
業
界
か

ら
能
動
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
活
気
や
活
力

が
全
体
的
に
上
が
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
色
鉛
筆
の
ケ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
。
色
鉛

筆
が
描
か
れ
て
い
る
と
書
き
た
く
な
る
と
い
う
効

果
を
与
え
る
。
子
供
が
使
う
こ
と
を
想
定
す
れ
ば

開
け
や
す
い
、
し
ま
い
や
す
い
、
と
い
う
機
能
を

持
た
せ
る
。
今
で
は
高
齢
者
に
優
し
い
こ
と
も
必

要
だ
。
缶
本
来
の
機
能
に
付
加
し
て
全
く
別
の
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
新
し
い
開
発
の
視
点
だ
。

広
浜　

容
器
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
新
し
い
価

値
創
造
と
海
外
展
開
の
動
き
に
つ
い
て
。

宇
南
山　

S
y
u
R
o
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
職

人
の
技
術
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
作
っ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
手
作
り
の
ブ
リ
キ
缶

が
あ
る
。
こ
れ
は
生
活
者
と
し
て
ど
ん
な
缶
が
欲

し
い
か
を
考
え
た
上
で
商
品
化
し
た
。S
y
u
Ro

は
、「
五
感
に
響
く
商
品
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
企

画
し
て
い
る
。
自
己
満
足
で
作
っ
た
缶
が
、
こ
ん

な
に
支
持
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

自
分
と
同
じ
よ
う
に
思
う
人
た
ち
が
多
く
て
、
缶

が
口
コ
ミ
で
、
だ
ん
だ
ん
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
は
銅
や
真
ち
ゅ
う
な
ど
素
材
感
を
出
せ
る
商
品

広
浜　

一
般
缶
業
界
の
実
情
と
新
た
な
取
り
組
み

に
つ
い
て

齋
藤　

金
属
容
器
は
容
器
自
体
の
高
級
感
や
中
身

の
品
質
保
持
と
い
う
点
で
は
、
他
容
器
よ
り
非
常

に
優
れ
て
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
非
常
に
高
い

の
に
一
般
消
費
者
に
は
、
こ
の
こ
と
が
十
分
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
マ
グ
ネ
ッ
ト
に
付
く
、
熱

伝
導
が
い
い
、
牛
乳
に
砂
糖
を
入
れ
て
振
り
回
す

と
バ
タ
ー
に
変
わ
る
と
い
っ
た
金
属
容
器
の
特
徴

を
い
か
に
ユ
ー
ザ
ー
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。
昨
今
、
容
器
は
多
様
化
し
て
い
る
が
、
缶
は

充
填
ス
ピ
ー
ド
が
一
番
速
い
の
に
、
ユ
ー
ザ
ー
ニ

ー
ズ
や
メ
カ
ー
の
趣
向
で
他
容
器
に
変
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
新
た
な
取
り
組
み
で
は
、
お
客
様

展
開
を
増
や
し
て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で

は
、
職
人
の
技
術
を
ど
う
い
う
思
い
で
、
ど
う
い

う
形
で
、
ど
こ
で
何
を
作
っ
て
い
る
か
を
き
ち
ん

と
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
、
お
客
様
の
方
が
喜
ん
で
買

っ
て
く
れ
る
。
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
対
し
て
は
、

海
外
の
方
が
は
る
か
に
敏
感
で
、
た
く
さ
ん
の
日

本
の
技
術
を
認
識
し
関
心
を
も
っ
て
見
て
く
れ
る
。

自
分
た
ち
が
誇
り
を
持
っ
て
、「
す
ご
く
素
敵
だ
」

と
口
で
伝
え
る
こ
と
が
一
番
重
要
だ
。
７
〜
８
年

前
か
ら
海
外
展
開
に
乗
り
出
し
た
。
パ
リ
に
あ
る

「
メ
ル
シ
ー
」
と
い
う
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
営

業
を
か
け
何
回
も
断
ら
れ
た
が
、
職
人
の
技
術
の

す
ご
さ
な
ど
身
近
な
こ
と
を
話
す
営
業
活
動
が
功

を
奏
し
て
、
自
社
商
品
を
そ
の
店
に
置
く
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
人
伝
え
の
ア
ピ
ー
ル
を
続

け
た
お
か
げ
で
現
在
80
店
舗
、
30
ヶ
国
ほ
ど
に
卸

す
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
た
ち
は
デ
ザ
イ
ン
が
主

で
モ
ノ
づ
く
り
は
で
き
な
い
の
で
、
今
後
は
作
り

手
の
後
継
が
大
き
な
問
題
と
感
じ
て
い
る
。

広
浜　

行
政
の
立
場
か
ら
、
支
援
制
度
を
含
め
た

他
業
界
の
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
。

山
下　

10
年
以
上
前
、
中
国
産
な
ど
安
い
生
地
に

押
さ
れ
全
国
の
繊
維
産
地
が
疲
弊
し
て
い
た
当
時
、

繊
維
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
を
担
当
す
る
繊
維
課

で
、
服
に
な
る
一
歩
手
前
の
生
地
で
あ
る
テ
キ
ス

タ
イ
ル
業
界
を
支
援
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
、

海
外
に
目
を
向
け
よ
う
と
有
志
企
業
が
海
外
の
有

名
な
展
示
会
や
見
本
市
に
出
た
が
、
そ
の
見
せ
方

を
ひ
と
工
夫
し
た
。
出
展
企
業
が
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ー

ス
的
に
ま
と
ま
っ
て
日
本
の
良
さ
を
理
解
し
て
も

ら
う
や
り
方
を
試
み
た
。
生
地
そ
の
も
の
が
最
後

に
ど
ん
な
衣
服
に
な
る
の
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

な
い
と
バ
イ
ヤ
ー
は
生
地
の
目
利
き
は
で
き
な
い

と
い
う
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
付
き
合
い
の
な
い
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
生
地
屋
が
コ
ラ
ボ
し
て
、
ど
ん
な
衣

服
が
出
来
上
が
る
か
を
見
せ
る
よ
う
に
し
た
。
つ

ま
り
完
成
品
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
演
出
し
た
の

だ
。
海
外
で
も
「
こ
う
い
う
使
い
方
が
あ
れ
ば
一

緒
に
や
ろ
う
か
」
と
い
う
話
が
ボ
チ
ボ
チ
出
始
め

日
本
の
生
地
の
技
術
は
す
ご
い
と
い
う
認
識
が

徐
々
に
広
ま
り
、
何
社
か
は
海
外
取
引
の
拡
大
に

成
功
し
た
。
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
例
は
、
結
局
は
機

能
性
と
意
匠
性
の
問
題
で
あ
っ
た
。
事
情
は
違
う

が
一
般
缶
業
界
も
同
じ
と
思
う
。
団
体
の
総
力
を

挙
げ
て
、
何
か
工
夫
の
余
地
が
あ
り
そ
う
だ
。
海

外
に
や
み
く
も
に
出
て
行
く
の
で
は
な
く
、
例
え

ば
機
能
性
で
は
、
ど
こ
の
国
で
ど
の
く
ら
い
の
ニ

ー
ズ
が
あ
る
の
か
、
意
匠
性
で
は
、
ど
の
エ
リ
ア

で
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
求
め
ら
れ
る
の
か
、
と
い
っ

た
最
低
限
の
市
場
調
査
を
し
た
上
で
海
外
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
支
援
制
度
で
は
、
ジ

ェ
ト
ロ
に
よ
る
展
示
会
出
展
へ
の
助
成
や
国
の

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」「
省
エ
ネ
補
助
金
」
な
ど
、

い
く
つ
か
の
制
度
が
あ
る
の
で
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

ま 

と 

め

広
浜　

齋
藤
社
長
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
充
填
ス

ピ
ー
ド
は
缶
が
一
番
速
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
も
90
%

以
上
あ
る
な
ど
、
缶
の
良
さ
が
一
般
消
費
者
や
ユ

ー
ザ
ー
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
部
分
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

一
般
缶
に
お
け
る
新
た
な
価
値
創
造
の
可
能
性
、

そ
の
中
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
開
発
の
切
り
口
は
３

つ
あ
っ
た
と
思
う
。
１
つ
目
は
売
り
方
、
伝
え
方

の
問
題
。
吉
岡
先
生
か
ら
機
能
性
と
効
果
と
こ
れ

に
合
わ
せ
て
中
身
メ
ー
カ
ー
に
も
っ
と
能
動
的
に

働
き
か
け
る
話
が
出
た
。
こ
の
辺
り
は
売
り
方
、

伝
え
方
で
は
必
要
に
な
る
の
で
押
さ
え
て
お
き
た

い
。
伝
え
方
で
は
、
宇
南
山
社
長
か
ら
、
日
本
の

職
人
の
技
術
は
海
外
で
は
と
て
も
尊
ば
れ
る
と
い

う
話
が
紹
介
さ
れ
た
。
例
え
ば
お
茶
缶
な
ど
の
丸

筒
は
フ
タ
を
そ
っ
と
乗
せ
る
と
ス
ー
っ
と
入
っ
て

い
く
。
こ
れ
を
知
ら
な
い
人
は
「
こ
れ
は
ス
ゴ
イ

技
術
だ
」
と
思
う
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
こ
と
を
も

っ
と
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

２
つ
目
は
用
途
開
発
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
缶
の
用

途
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
も
っ
と
明
確
化
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
缶
の
リ
ユ
ー
ス
で
は
、

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
缶
が
あ
っ
た
ら
書
類
入
れ
に
利
用

す
る
話
や
別
の
も
の
と
し
て
使
う
事
例
の
提
案
も

い
た
だ
い
た
。
各
社
で
方
向
性
は
違
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
選
択
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
性

を
感
じ
た
。

　

３
つ
目
は
一
般
缶
業
界
が
な
す
べ
き
今
後
の
取
り

組
み
。
山
下
課
長
が
提
言
さ
れ
た
海
外
展
開
の
可

能
性
に
つ
い
て
も
繊
維
の
事
例
を
参
考
に
、
そ
の
取

り
組
み
を
強
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

一般缶の課題や将来に向けた様々な提言を語るパネリストの皆さん

一般缶にエールを送る「ほわっと・
カンカンコミュニティ」メンバー

パネル
ディスカッション



9 8一般缶連合会ニュース／第123号（平成27年7月30日）一般缶連合会ニュース／第123号（平成27年7月30日）

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
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一
般
缶
経
営
戦
略
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

一
般
缶
業
界
の
現
状
を
認
識  

目
指
す
べ
き
経
営
戦
略
を
探
る

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
27
年
5
月
19
日
、
東
京
・
文
京
区
の
鉄
二
健
保
会
館
で
「
一

般
缶
経
営
戦
略
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。
組
合
員
、
特
別
会
員
、
協
力
会
員
、
協
賛
会
員
な
ど

64
名
が
参
加
し
た
。
杉
浦
由
記
夫
活
路
開
拓
副
委
員
長
の
司
会
で
進
行
。
第
１
部
は
志
賀
正
人
活
路
開

拓
委
員
長
が
「
一
般
缶
業
界
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
」
と
題
し
基
調
報
告
を
行
っ
た
。
第
２
部
は
自

社
経
営
の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
代
表
取
締
役
竹
内
雅
夫
氏
、
日
進
製
缶
㈱
代
表

取
締
役
小
黒
保
満
氏
、
㈱
江
東
堂
高
橋
製
作
所
取
締
役
朝
倉
み
ど
り
氏
か
ら
意
見
発
表
が
行
わ
れ
た
。

■
基
調
報
告
要
旨

「
一
般
缶
業
界
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
」

　
　
　

志
賀
正
人 

活
路
開
拓
委
員
長

１
．
業
界
の
現
状

（
１
）
食
品
缶
の
価
値
・
地
位
の
低
下
と
受
注
数

　
　

 

が
減
少
。

　

虚
礼
廃
止
で
お
中
元
、
お
歳
暮
を
贈
ら
な
い
会

社
や
個
人
が
増
え
る
な
ど
、
贈
答
習
慣
そ
の
も
の

が
変
わ
っ
た
た
め
食
品
缶
が
著
し
く
減
少
し
て
い

る
。
加
え
て
贈
答
の
選
択
肢
が
多
様
化
し
、
商
品

券
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
ギ
フ
ト
な
ど
缶
入
り
以
外
の
物

や
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
、
缶
製
品
が
選
ば
れ
る
確
率

は
低
下
し
た
。
紙
や
樹
脂
の
容
器
も
デ
ザ
イ
ン
や

機
能
が
向
上
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
元
々
、

缶
は
形
と
表
面
に
施
さ
れ
た
金
属
印
刷
に
よ
っ
て

高
級
感
が
あ
り
技
術
的
に
も
特
殊
性
の
あ
る
も
の

だ
と
思
わ
れ
て
き
た
が
、
今
は
こ
の
イ
メ
ー
ジ
も

薄
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
缶
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
が

90
%
超
と
優
秀
だ
が
、
消
費
者
か
ら
は
そ
の
扱
い

が
面
倒
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
。

（
２
）
小
市
場
業
界
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

　

一
般
缶
は
市
場
規
模
が
非
常
に
小
さ
い
業
界
だ
。

平
成
25
年
の
販
売
額
は
、
お
よ
そ
4
0
0
億
円
程

度
で
１
社
平
均
3
〜
4
億
円
の
規
模
と
思
わ
れ
る
。

受
け
身
の
商
売
で
小
規
模
だ
か
ら
情
報
も
人
材
も

少
な
く
、
ま
す
ま
す
市
場
が
縮
ま
る
と
い
う
パ
タ

ー
ン
が
続
い
て
い
る
。
一
般
缶
は
規
格
缶
と
違
い
、

あ
る
程
度
の
金
型
と
ラ
イ
ン
を
持
っ
て
い
る
。
仮

に
３
ラ
イ
ン
あ
っ
て
も
全
ラ
イ
ン
が
動
く
よ
う
な

仕
事
量
は
な
い
の
で
設
備
投
資
が
し
に
く
く
、
作

業
効
率
も
悪
い
。
市
場
が
縮
ま
る
と
そ
の
傾
向
が

一
層
顕
著
に
な
る
。

２
．
将
来
に
向
け
て

（
１
）
企
業
内
・
業
界
内
戦
略

　

設
備
は
余
分
に
あ
っ
て
、
稼
働
率
が
低
い
。
つ

ま
り
、
生
産
性
が
非
常
に
低
い
。
最
近
で
は
短
納

期
・
小
ロ
ッ
ト
対
応
で
さ
ら
に
稼
働
率
は
落
ち
て

い
る
。
つ
ま
り
機
会
損
失
が
極
め
て
多
い
業
界
だ
。

だ
か
ら
、
共
同
で
何
か
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。
当
社
は
合
併
し
て
10
年
に
な
る
が
、

協
業
化
の
方
向
も
一
つ
の
生
き
残
り
策
と
し
て
有

効
だ
。
製
缶
業
は
、
も
と
も
と
地
場
産
業
と
し
て

東
京
や
そ
の
近
郊
で
誕
生
し
、
相
当
な
敷
地
面
積

を
保
有
し
て
い
る
。
そ
れ
を
い
か
に
有
効
利
用
し

て
い
く
か
も
経
営
戦
略
上
は
重
要
だ
。

（
２
）
対
外
的
戦
略

　

一
般
缶
の
Ｐ
Ｒ
で
は
、
８
つ
の
優
れ
た
特
性
を

概
括
的
に
説
明
し
て
い
る
が
、
需
要
別
や
用
途
別

に
き
め
細
か
く
分
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

当
業
界
で
は
半
世
紀
く
ら
い
技
術
開
発
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
溶
接
缶
が
出
た
以
降
、
基
本
的
な
缶
の

製
造
技
術
に
変
化
は
な
い
。
今
後
は
需
要
喚
起
に

つ
な
が
る
独
自
性
の
あ
る
技
術
開
発
が
望
ま
れ
る
。

用
途
開
発
で
は
、
中
身
を
入
れ
な
い
缶
の
提
案
は
、

缶
そ
の
も
の
の
価
値
を
売
っ
て
い
く
こ
と
な
の
で

一
つ
の
大
き
な
戦
略
だ
。
製
缶
業
界
の
技
術
の
１

つ
に
二
重
巻
締
め
が
あ
る
。
こ
れ
は
製
缶
独
特
の

結
合
方
法
だ
が
、
こ
の
技
術
を
生
か
し
て
共
通
部

品
を
作
り
他
分
野
へ
供
給
す
る
新
事
業
も
考
え
ら

れ
る
。
缶
の
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
、
海
外

市
場
で
売
る
方
法
も
あ
る
。
2
0
2
0
年
の
東
京

五
輪
を
含
め
、
将
来
は
日
本
の
人
口
の
４
割
ほ
ど

に
あ
た
る
４
千
万
人
が
見
込
ま
れ
る
訪
日
外
国
人

観
光
客
の
需
要
を
ど
う
取
り
込
む
か
も
大
き
な
テ

ー
マ
だ
。

■
意
見
発
表
要
旨

金
方
堂
松
本
工
業
㈱
代
表
取
締
役 

竹
内
雅
夫
氏

　

当
社
は
明
治
38
年
に
創
業
し
今
年
で
1
1
0
年
。

一
般
缶
の
技
術
進
歩
は
結
構
あ
る
。
海
苔
缶
の
場

合
は
、
ハ
ン
ダ
付
け
の
時
代
も
あ
っ
た
。
溶
接
缶

の
ス
ピ
ー
ド
も
進
歩
し
た
。
菓
子
缶
で
は
、
折
り

曲
げ
て
成
形
す
る
組
上
缶
も
当
社
の
発
案
だ
が
、

ま
だ
改
良
の
余
地
も
あ
る
。
技
術
開
発
は
コ
ス
ト

面
や
ニ
ー
ズ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
相
当
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
か
か
る
大
事
業
だ
。
社
訓
に
あ
る「
努
力
」

「
工
夫
」「
信
用
」
と
い
う
３
つ
の
言
葉
は
現
在
も

生
き
続
け
、会
社
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。「
努
力
」

し
な
け
れ
ば
、
技
術
も
教
育
も
で
き
な
い
し
、「
工

夫
」
で
は
、
ア
イ
デ
ア
を
含
め
て
知
恵
を
絞
り
、

頭
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
、
機
械
や

物
の
調
達
か
ら
販
売
ま
で
お
客
様
と
の
あ
ら
ゆ
る

取
引
は
す
べ
て
「
信
用
」
が
あ
っ
て
の
こ
と
。

　

当
社
で
は
年
度
方
針
に
必
ず
こ
の
３
つ
の
言
葉

を
変
え
ず
に
守
っ
て
い
る
。
今
の
世
の
中
、
変
化

す
る
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
行
く
だ
け
で
も
大
変
。

菓
子
缶
で
は
ギ
フ
ト
・
贈
答
用
の
市
場
縮
小
を
放

っ
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
我
々
も
優

れ
た
缶
を
使
っ
て
い
た
だ
く
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

社
内
で
企
画
を
募
り
、
形
・
規
格
や
デ
ザ
イ
ン
、

製
作
コ
ス
ト
の
問
題
を
含
め
て
、
海
外
の
モ
ノ
に

負
け
な
い
、
品
質
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
常
に
こ
う
し
た
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

モ
ノ
づ
く
り
で
大
事
な
こ
と
は
３
つ
あ
る
。
１

つ
目
は
「
開
発
」。
中
で
も
商
品
開
発
で
は
、我
々

か
ら
提
案
す
る
も
の
と
、
お
客
様
か
ら
の
要
求
通

り
に
、
ま
た
要
求
以
上
の
も
の
を
提
供
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
人

材
を
常
に
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

海
外
で
は
日
本
製
の
評
価
が
相
当
高
く
、
コ
ス
ト

面
で
は
相
手
に
な
ら
な
い
が
、
デ
ザ
イ
ン
や
品
質

を
重
視
し
て
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
展
示
会
を
通

じ
て
一
般
缶
の
良
さ
や
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

　

２
つ
目
は
「
技
術
」。
工
場
の
中
で
は
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
だ
。
不
良
や
ク
レ
ー
ム
を
出
し
て
は
い

け
な
い
。
当
然
だ
が
創
意
工
夫
し
な
が
ら
常
に
改

善
対
応
し
て
い
く
。
熟
練
工
か
ら
若
い
人
へ
の
製

缶
技
術
の
伝
承
も
必
要
。
新
し
い
設
備
を
含
め
て

の
研
修
、
指
導
が
大
事
で
あ
る
。

　

３
つ
目
は
「
開
拓
」。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

の
主
要
都
市
で
一
般
缶
を
扱
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
環
境
作
り
が
大
切
。
例
え
ば
九
州
に
進
出
し
た

が
、
元
々
こ
の
地
で
は
菓
子
缶
の
需
要
が
無
い
よ

う
な
気
が
し
た
。
九
州
の
方
か
ら
す
る
と
和
菓
子

み
た
い
に
別
に
缶
で
な
く
て
も
い
い
土
地
柄
。

我
々
が
九
州
に
行
っ
て
か
ら
、
木
箱
や
紙
箱
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
多
い
中
、
ア
フ
タ
ー
ユ
ー
ス
を
含

め
た
一
般
缶
の
魅
力
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
回
っ
た
。

た
だ
単
に
進
出
す
る
の
で
な
く
、
地
元
の
業
界
の

方
と
の
接
触
を
密
に
行
っ
て
い
る
。

　

 

日
進
製
缶
㈱
代
表
取
締
役 

小
黒
保
満
氏

　

当
社
は
先
代
の

梅
田
和
男
氏
が
昭

和
24
年
に
独
立
を

し
て
創
業
。
昭
和

30
年
に
法
人
化
、

昭
和
53
年
埼
玉
県

八
潮
市
に
移
転
し

た
。
紆
余
曲
折
は

あ
っ
た
が
当
初
か
ら
サ
ク
マ
の
ド
ロ
ッ
プ
缶
を
メ

イ
ン
に
製
造
し
て
き
た
。
平
成
26
年
、
充
填
作
業

を
担
当
し
て
い
た
商
社
が
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
、

サ
ク
マ
の
希
望
で
当
社
が
充
填
を
請
負
う
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
際
、
契
約
書
を
結
ぶ
こ
と
を
第
一

に
し
た
。
契
約
期
間
は
10
年
。
こ
こ
で
働
く
従
業

員
を
全
員
、
商
社
か
ら
引
き
継
い
だ
の
で
、
そ
の

従
業
員
の
生
活
保
障
の
た
め
だ
っ
た
。
11
年
目
以

降
か
ら
は
毎
年
自
動
更
新
。
だ
か
ら
、
サ
ク
マ
が

ド
ロ
ッ
プ
缶
を
止
め
な
い
限
り
こ
の
仕
事
は
継
続

で
き
る
の
で
、
経
営
者
と
し
て
精
神
的
に
楽
に
な

っ
た
。
製
缶
の
仕
事
で
契
約
書
を
交
わ
す
例
は
ま

ず
な
い
だ
ろ
う
。
一
昨
年
に
化
粧
品
に
缶
を
使
っ

た
例
が
あ
る
。
缶
の
良
い
点
は
密
封
性
。
化
粧
品

は
香
料
を
使
う
の
で
、
香
料
の
抜
け
具
合
に
つ
い

て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
と
缶
を
試
験
し
て
比
較

し
た
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
６
割
に
対
し
缶
は
２

割
だ
っ
た
の
で
採
用
さ
れ
た
。
当
社
も
新
し
い
取

り
組
み
を
常
に
考
え
て
い
き
た
い
。
年
に
1
つ
や

２
つ
、
新
し
い
商
品
若
し
く
は
お
客
様
を
獲
得
し

て
い
か
な
い
と
、
安
定
し
た
経
営
は
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
従
業
員
の
ス
キ
ル
を
上
げ
る
よ
う

な
人
材
育
成
を
心
が
け
て
経
営
し
て
い
き
た
い
。

㈱
江
東
堂
高
橋
製
作
所
取
締
役 

朝
倉
み
ど
り
氏

　

昭
和
45
年
に
台

東
区
の
本
社
に
入

社
。
仕
事
の
お
も

し
ろ
さ
が
分
か
っ

た
こ
ろ
結
婚
で
退

社
。
20
年
過
ぎ
て

子
育
て
も
終
わ
り

平
成
４
年
に
再
入

社
。
そ
の
後
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
、
本
社
ビ
ル

は
テ
ナ
ン
ト
に
全
部
貸
し
て
、
葛
飾
区
の
青
戸
に

移
転
し
た
。
平
成
11
年
、
社
長
か
ら
の
要
請
で
取

締
役
に
就
任
。
経
理
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は

売
上
げ
が
毎
月
ダ
ウ
ン
し
て
い
た
こ
と
。
も
し
会

社
が
潰
れ
た
ら
自
分
の
責
任
に
な
る
と
思
い
、
社

長
に
「
３
年
で
黒
字
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
提
言
。

自
分
も
必
死
に
な
っ
て
営
業
を
始
め
た
。
と
い
っ

て
も
営
業
は
初
め
て
な
の
で
、
見
積
り
の
出
し
方

も
、
お
客
様
へ
の
挨
拶
の
仕
方
も
分
か
ら
な
い
。

そ
こ
で
商
工
会
議
所
の
会
合
で
知
り
合
っ
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
方
に
1
年
間
、
営
業
の
仕
方
を
教

わ
っ
た
。
そ
の
後
、
新
商
品
の
開
発
や
ク
レ
ー
ム

処
理
に
奔
走
。
平
成
19
年
に
千
葉
県
の
本
部
印
西

工
場
に
移
っ
た
。
１
代
目
で
商
店
を
作
り
、
２
代

目
は
会
社
を
大
き
く
し
て
、
３
代
目
は
ビ
ル
を
建

て
た
。
４
代
目
は
缶
が
売
れ
な
い
と
き
に
印
西
に

工
場
を
作
っ
た
。
だ
か
ら
営
業
と
し
て
は
注
文
が

取
れ
な
か
っ
た
ら
困
る
。
そ
こ
で
国
内
の
展
示
会

に
あ
れ
こ
れ
出
た
り
、
国
の
経
営
革
新
支
援
を
活

用
し
た
り
し
た
。
そ
の
後
に
、
国
内
で
は
缶
の
需

要
が
減
少
し
、
値
段
の
高
い
缶
は
売
れ
な
い
。
こ

ん
な
と
き
、
ジ
ェ
ト
ロ
へ
相
談
に
行
っ
た
。「
日

本
で
は
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
缶
は
ど
こ
に
も
な
い
。
中
国
や
ベ

ト
ナ
ム
で
も
作
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
の
缶
は

海
外
に
行
っ
た
ら
絶
対
に
売
れ
る
」
と
話
し
た
ら
、

東
日
本
大
震
災
の
支
援
で
千
葉
県
か
ら
海
外
展
示

会
へ
の
助
成
金
が
出
る
と
い
う
こ
と
を
紹
介
さ
れ

た
。
千
葉
県
は
3
・
11
の
地
震
の
被
害
が
あ
っ
た

の
で
、
旅
費
を
含
め
全
面
的
な
助
成
を
し
て
く
れ

た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
の
展
示
会
に
出
る

こ
と
が
で
き
た
。
最
初
は
、
缶
の
良
さ
を
謳
っ
て

並
べ
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
皆
さ
ん
が
「
こ
ん
な
日

本
の
素
晴
ら
し
い
技
術
は
見
た
こ
と
な
い
」
と
言

っ
て
く
れ
た
。
す
で
に
海
外
進
出
し
て
３
年
目
に

な
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
に
も
掲
載
さ

れ
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
い
い
方
向
に
進
ん
で
い

る
。
異
業
種
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
く
。

今
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
に
向
け
て
お
土
産
の

商
品
開
発
を
し
て
い
る
が
「
え
っ
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
缶
を
使
う
の
？
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
依
頼

が
来
て
い
る
。
今
年
10
月
頃
に
は
完
成
す
る
予
定
。

全
然
知
ら
な
い
と
こ
ろ
の
方
が
缶
の
使
い
道
を
考

え
て
い
る
。
や
は
り
缶
屋
よ
り
は
缶
屋
で
な
い
人

の
方
が
い
ろ
い
ろ
と
ア
イ
デ
ア
が
出
る
。
こ
の
先

も
働
け
る
以
上
は
一
所
懸
命
、
勉
強
し
な
が
ら
前

進
し
て
い
き
た
い
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
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◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

一
般
缶
経
営
戦
略
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

一
般
缶
業
界
の
現
状
を
認
識  

目
指
す
べ
き
経
営
戦
略
を
探
る

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
27
年
5
月
19
日
、
東
京
・
文
京
区
の
鉄
二
健
保
会
館
で
「
一

般
缶
経
営
戦
略
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。
組
合
員
、
特
別
会
員
、
協
力
会
員
、
協
賛
会
員
な
ど

64
名
が
参
加
し
た
。
杉
浦
由
記
夫
活
路
開
拓
副
委
員
長
の
司
会
で
進
行
。
第
１
部
は
志
賀
正
人
活
路
開

拓
委
員
長
が
「
一
般
缶
業
界
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
」
と
題
し
基
調
報
告
を
行
っ
た
。
第
２
部
は
自

社
経
営
の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
代
表
取
締
役
竹
内
雅
夫
氏
、
日
進
製
缶
㈱
代
表

取
締
役
小
黒
保
満
氏
、
㈱
江
東
堂
高
橋
製
作
所
取
締
役
朝
倉
み
ど
り
氏
か
ら
意
見
発
表
が
行
わ
れ
た
。

■
基
調
報
告
要
旨

「
一
般
缶
業
界
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
」

　
　
　

志
賀
正
人 

活
路
開
拓
委
員
長

１
．
業
界
の
現
状

（
１
）
食
品
缶
の
価
値
・
地
位
の
低
下
と
受
注
数

　
　

 

が
減
少
。

　

虚
礼
廃
止
で
お
中
元
、
お
歳
暮
を
贈
ら
な
い
会

社
や
個
人
が
増
え
る
な
ど
、
贈
答
習
慣
そ
の
も
の

が
変
わ
っ
た
た
め
食
品
缶
が
著
し
く
減
少
し
て
い

る
。
加
え
て
贈
答
の
選
択
肢
が
多
様
化
し
、
商
品

券
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
ギ
フ
ト
な
ど
缶
入
り
以
外
の
物

や
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
、
缶
製
品
が
選
ば
れ
る
確
率

は
低
下
し
た
。
紙
や
樹
脂
の
容
器
も
デ
ザ
イ
ン
や

機
能
が
向
上
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
元
々
、

缶
は
形
と
表
面
に
施
さ
れ
た
金
属
印
刷
に
よ
っ
て

高
級
感
が
あ
り
技
術
的
に
も
特
殊
性
の
あ
る
も
の

だ
と
思
わ
れ
て
き
た
が
、
今
は
こ
の
イ
メ
ー
ジ
も

薄
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
缶
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
が

90
%
超
と
優
秀
だ
が
、
消
費
者
か
ら
は
そ
の
扱
い

が
面
倒
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
。

（
２
）
小
市
場
業
界
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

　

一
般
缶
は
市
場
規
模
が
非
常
に
小
さ
い
業
界
だ
。

平
成
25
年
の
販
売
額
は
、
お
よ
そ
4
0
0
億
円
程

度
で
１
社
平
均
3
〜
4
億
円
の
規
模
と
思
わ
れ
る
。

受
け
身
の
商
売
で
小
規
模
だ
か
ら
情
報
も
人
材
も

少
な
く
、
ま
す
ま
す
市
場
が
縮
ま
る
と
い
う
パ
タ

ー
ン
が
続
い
て
い
る
。
一
般
缶
は
規
格
缶
と
違
い
、

あ
る
程
度
の
金
型
と
ラ
イ
ン
を
持
っ
て
い
る
。
仮

に
３
ラ
イ
ン
あ
っ
て
も
全
ラ
イ
ン
が
動
く
よ
う
な

仕
事
量
は
な
い
の
で
設
備
投
資
が
し
に
く
く
、
作

業
効
率
も
悪
い
。
市
場
が
縮
ま
る
と
そ
の
傾
向
が

一
層
顕
著
に
な
る
。

２
．
将
来
に
向
け
て

（
１
）
企
業
内
・
業
界
内
戦
略

　

設
備
は
余
分
に
あ
っ
て
、
稼
働
率
が
低
い
。
つ

ま
り
、
生
産
性
が
非
常
に
低
い
。
最
近
で
は
短
納

期
・
小
ロ
ッ
ト
対
応
で
さ
ら
に
稼
働
率
は
落
ち
て

い
る
。
つ
ま
り
機
会
損
失
が
極
め
て
多
い
業
界
だ
。

だ
か
ら
、
共
同
で
何
か
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。
当
社
は
合
併
し
て
10
年
に
な
る
が
、

協
業
化
の
方
向
も
一
つ
の
生
き
残
り
策
と
し
て
有

効
だ
。
製
缶
業
は
、
も
と
も
と
地
場
産
業
と
し
て

東
京
や
そ
の
近
郊
で
誕
生
し
、
相
当
な
敷
地
面
積

を
保
有
し
て
い
る
。
そ
れ
を
い
か
に
有
効
利
用
し

て
い
く
か
も
経
営
戦
略
上
は
重
要
だ
。

（
２
）
対
外
的
戦
略

　

一
般
缶
の
Ｐ
Ｒ
で
は
、
８
つ
の
優
れ
た
特
性
を

概
括
的
に
説
明
し
て
い
る
が
、
需
要
別
や
用
途
別

に
き
め
細
か
く
分
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

当
業
界
で
は
半
世
紀
く
ら
い
技
術
開
発
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
溶
接
缶
が
出
た
以
降
、
基
本
的
な
缶
の

製
造
技
術
に
変
化
は
な
い
。
今
後
は
需
要
喚
起
に

つ
な
が
る
独
自
性
の
あ
る
技
術
開
発
が
望
ま
れ
る
。

用
途
開
発
で
は
、
中
身
を
入
れ
な
い
缶
の
提
案
は
、

缶
そ
の
も
の
の
価
値
を
売
っ
て
い
く
こ
と
な
の
で

一
つ
の
大
き
な
戦
略
だ
。
製
缶
業
界
の
技
術
の
１

つ
に
二
重
巻
締
め
が
あ
る
。
こ
れ
は
製
缶
独
特
の

結
合
方
法
だ
が
、
こ
の
技
術
を
生
か
し
て
共
通
部

品
を
作
り
他
分
野
へ
供
給
す
る
新
事
業
も
考
え
ら

れ
る
。
缶
の
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
、
海
外

市
場
で
売
る
方
法
も
あ
る
。
2
0
2
0
年
の
東
京

五
輪
を
含
め
、
将
来
は
日
本
の
人
口
の
４
割
ほ
ど

に
あ
た
る
４
千
万
人
が
見
込
ま
れ
る
訪
日
外
国
人

観
光
客
の
需
要
を
ど
う
取
り
込
む
か
も
大
き
な
テ

ー
マ
だ
。

■
意
見
発
表
要
旨

金
方
堂
松
本
工
業
㈱
代
表
取
締
役 

竹
内
雅
夫
氏

　

当
社
は
明
治
38
年
に
創
業
し
今
年
で
1
1
0
年
。

一
般
缶
の
技
術
進
歩
は
結
構
あ
る
。
海
苔
缶
の
場

合
は
、
ハ
ン
ダ
付
け
の
時
代
も
あ
っ
た
。
溶
接
缶

の
ス
ピ
ー
ド
も
進
歩
し
た
。
菓
子
缶
で
は
、
折
り

曲
げ
て
成
形
す
る
組
上
缶
も
当
社
の
発
案
だ
が
、

ま
だ
改
良
の
余
地
も
あ
る
。
技
術
開
発
は
コ
ス
ト

面
や
ニ
ー
ズ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
相
当
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
か
か
る
大
事
業
だ
。
社
訓
に
あ
る「
努
力
」

「
工
夫
」「
信
用
」
と
い
う
３
つ
の
言
葉
は
現
在
も

生
き
続
け
、会
社
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。「
努
力
」

し
な
け
れ
ば
、
技
術
も
教
育
も
で
き
な
い
し
、「
工

夫
」
で
は
、
ア
イ
デ
ア
を
含
め
て
知
恵
を
絞
り
、

頭
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
、
機
械
や

物
の
調
達
か
ら
販
売
ま
で
お
客
様
と
の
あ
ら
ゆ
る

取
引
は
す
べ
て
「
信
用
」
が
あ
っ
て
の
こ
と
。

　

当
社
で
は
年
度
方
針
に
必
ず
こ
の
３
つ
の
言
葉

を
変
え
ず
に
守
っ
て
い
る
。
今
の
世
の
中
、
変
化

す
る
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
行
く
だ
け
で
も
大
変
。

菓
子
缶
で
は
ギ
フ
ト
・
贈
答
用
の
市
場
縮
小
を
放

っ
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
我
々
も
優

れ
た
缶
を
使
っ
て
い
た
だ
く
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

社
内
で
企
画
を
募
り
、
形
・
規
格
や
デ
ザ
イ
ン
、

製
作
コ
ス
ト
の
問
題
を
含
め
て
、
海
外
の
モ
ノ
に

負
け
な
い
、
品
質
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
常
に
こ
う
し
た
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

モ
ノ
づ
く
り
で
大
事
な
こ
と
は
３
つ
あ
る
。
１

つ
目
は
「
開
発
」。
中
で
も
商
品
開
発
で
は
、我
々

か
ら
提
案
す
る
も
の
と
、
お
客
様
か
ら
の
要
求
通

り
に
、
ま
た
要
求
以
上
の
も
の
を
提
供
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
人

材
を
常
に
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

海
外
で
は
日
本
製
の
評
価
が
相
当
高
く
、
コ
ス
ト

面
で
は
相
手
に
な
ら
な
い
が
、
デ
ザ
イ
ン
や
品
質

を
重
視
し
て
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
展
示
会
を
通

じ
て
一
般
缶
の
良
さ
や
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

　

２
つ
目
は
「
技
術
」。
工
場
の
中
で
は
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
だ
。
不
良
や
ク
レ
ー
ム
を
出
し
て
は
い

け
な
い
。
当
然
だ
が
創
意
工
夫
し
な
が
ら
常
に
改

善
対
応
し
て
い
く
。
熟
練
工
か
ら
若
い
人
へ
の
製

缶
技
術
の
伝
承
も
必
要
。
新
し
い
設
備
を
含
め
て

の
研
修
、
指
導
が
大
事
で
あ
る
。

　

３
つ
目
は
「
開
拓
」。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

の
主
要
都
市
で
一
般
缶
を
扱
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
環
境
作
り
が
大
切
。
例
え
ば
九
州
に
進
出
し
た

が
、
元
々
こ
の
地
で
は
菓
子
缶
の
需
要
が
無
い
よ

う
な
気
が
し
た
。
九
州
の
方
か
ら
す
る
と
和
菓
子

み
た
い
に
別
に
缶
で
な
く
て
も
い
い
土
地
柄
。

我
々
が
九
州
に
行
っ
て
か
ら
、
木
箱
や
紙
箱
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
多
い
中
、
ア
フ
タ
ー
ユ
ー
ス
を
含

め
た
一
般
缶
の
魅
力
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
回
っ
た
。

た
だ
単
に
進
出
す
る
の
で
な
く
、
地
元
の
業
界
の

方
と
の
接
触
を
密
に
行
っ
て
い
る
。

　

 

日
進
製
缶
㈱
代
表
取
締
役 

小
黒
保
満
氏

　

当
社
は
先
代
の

梅
田
和
男
氏
が
昭

和
24
年
に
独
立
を

し
て
創
業
。
昭
和

30
年
に
法
人
化
、

昭
和
53
年
埼
玉
県

八
潮
市
に
移
転
し

た
。
紆
余
曲
折
は

あ
っ
た
が
当
初
か
ら
サ
ク
マ
の
ド
ロ
ッ
プ
缶
を
メ

イ
ン
に
製
造
し
て
き
た
。
平
成
26
年
、
充
填
作
業

を
担
当
し
て
い
た
商
社
が
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
、

サ
ク
マ
の
希
望
で
当
社
が
充
填
を
請
負
う
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
際
、
契
約
書
を
結
ぶ
こ
と
を
第
一

に
し
た
。
契
約
期
間
は
10
年
。
こ
こ
で
働
く
従
業

員
を
全
員
、
商
社
か
ら
引
き
継
い
だ
の
で
、
そ
の

従
業
員
の
生
活
保
障
の
た
め
だ
っ
た
。
11
年
目
以

降
か
ら
は
毎
年
自
動
更
新
。
だ
か
ら
、
サ
ク
マ
が

ド
ロ
ッ
プ
缶
を
止
め
な
い
限
り
こ
の
仕
事
は
継
続

で
き
る
の
で
、
経
営
者
と
し
て
精
神
的
に
楽
に
な

っ
た
。
製
缶
の
仕
事
で
契
約
書
を
交
わ
す
例
は
ま

ず
な
い
だ
ろ
う
。
一
昨
年
に
化
粧
品
に
缶
を
使
っ

た
例
が
あ
る
。
缶
の
良
い
点
は
密
封
性
。
化
粧
品

は
香
料
を
使
う
の
で
、
香
料
の
抜
け
具
合
に
つ
い

て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
と
缶
を
試
験
し
て
比
較

し
た
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
６
割
に
対
し
缶
は
２

割
だ
っ
た
の
で
採
用
さ
れ
た
。
当
社
も
新
し
い
取

り
組
み
を
常
に
考
え
て
い
き
た
い
。
年
に
1
つ
や

２
つ
、
新
し
い
商
品
若
し
く
は
お
客
様
を
獲
得
し

て
い
か
な
い
と
、
安
定
し
た
経
営
は
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
従
業
員
の
ス
キ
ル
を
上
げ
る
よ
う

な
人
材
育
成
を
心
が
け
て
経
営
し
て
い
き
た
い
。

㈱
江
東
堂
高
橋
製
作
所
取
締
役 

朝
倉
み
ど
り
氏

　

昭
和
45
年
に
台

東
区
の
本
社
に
入

社
。
仕
事
の
お
も

し
ろ
さ
が
分
か
っ

た
こ
ろ
結
婚
で
退

社
。
20
年
過
ぎ
て

子
育
て
も
終
わ
り

平
成
４
年
に
再
入

社
。
そ
の
後
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
、
本
社
ビ
ル

は
テ
ナ
ン
ト
に
全
部
貸
し
て
、
葛
飾
区
の
青
戸
に

移
転
し
た
。
平
成
11
年
、
社
長
か
ら
の
要
請
で
取

締
役
に
就
任
。
経
理
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は

売
上
げ
が
毎
月
ダ
ウ
ン
し
て
い
た
こ
と
。
も
し
会

社
が
潰
れ
た
ら
自
分
の
責
任
に
な
る
と
思
い
、
社

長
に
「
３
年
で
黒
字
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
提
言
。

自
分
も
必
死
に
な
っ
て
営
業
を
始
め
た
。
と
い
っ

て
も
営
業
は
初
め
て
な
の
で
、
見
積
り
の
出
し
方

も
、
お
客
様
へ
の
挨
拶
の
仕
方
も
分
か
ら
な
い
。

そ
こ
で
商
工
会
議
所
の
会
合
で
知
り
合
っ
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
方
に
1
年
間
、
営
業
の
仕
方
を
教

わ
っ
た
。
そ
の
後
、
新
商
品
の
開
発
や
ク
レ
ー
ム

処
理
に
奔
走
。
平
成
19
年
に
千
葉
県
の
本
部
印
西

工
場
に
移
っ
た
。
１
代
目
で
商
店
を
作
り
、
２
代

目
は
会
社
を
大
き
く
し
て
、
３
代
目
は
ビ
ル
を
建

て
た
。
４
代
目
は
缶
が
売
れ
な
い
と
き
に
印
西
に

工
場
を
作
っ
た
。
だ
か
ら
営
業
と
し
て
は
注
文
が

取
れ
な
か
っ
た
ら
困
る
。
そ
こ
で
国
内
の
展
示
会

に
あ
れ
こ
れ
出
た
り
、
国
の
経
営
革
新
支
援
を
活

用
し
た
り
し
た
。
そ
の
後
に
、
国
内
で
は
缶
の
需

要
が
減
少
し
、
値
段
の
高
い
缶
は
売
れ
な
い
。
こ

ん
な
と
き
、
ジ
ェ
ト
ロ
へ
相
談
に
行
っ
た
。「
日

本
で
は
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
缶
は
ど
こ
に
も
な
い
。
中
国
や
ベ

ト
ナ
ム
で
も
作
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
の
缶
は

海
外
に
行
っ
た
ら
絶
対
に
売
れ
る
」
と
話
し
た
ら
、

東
日
本
大
震
災
の
支
援
で
千
葉
県
か
ら
海
外
展
示

会
へ
の
助
成
金
が
出
る
と
い
う
こ
と
を
紹
介
さ
れ

た
。
千
葉
県
は
3
・
11
の
地
震
の
被
害
が
あ
っ
た

の
で
、
旅
費
を
含
め
全
面
的
な
助
成
を
し
て
く
れ

た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
の
展
示
会
に
出
る

こ
と
が
で
き
た
。
最
初
は
、
缶
の
良
さ
を
謳
っ
て

並
べ
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
皆
さ
ん
が
「
こ
ん
な
日

本
の
素
晴
ら
し
い
技
術
は
見
た
こ
と
な
い
」
と
言

っ
て
く
れ
た
。
す
で
に
海
外
進
出
し
て
３
年
目
に

な
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
に
も
掲
載
さ

れ
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
い
い
方
向
に
進
ん
で
い

る
。
異
業
種
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
く
。

今
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
に
向
け
て
お
土
産
の

商
品
開
発
を
し
て
い
る
が
「
え
っ
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
缶
を
使
う
の
？
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
依
頼

が
来
て
い
る
。
今
年
10
月
頃
に
は
完
成
す
る
予
定
。

全
然
知
ら
な
い
と
こ
ろ
の
方
が
缶
の
使
い
道
を
考

え
て
い
る
。
や
は
り
缶
屋
よ
り
は
缶
屋
で
な
い
人

の
方
が
い
ろ
い
ろ
と
ア
イ
デ
ア
が
出
る
。
こ
の
先

も
働
け
る
以
上
は
一
所
懸
命
、
勉
強
し
な
が
ら
前

進
し
て
い
き
た
い
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆



熱心に説明を聞く参加者の皆さん

表彰会場で受賞者代表の海老塚浩二氏が定村理事長に謝辞を述べる

第
11
回
技
術
交
流
会
を
開
催

第
35
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

活
発
な
意
見
交
換
で
技
術
向
上
を
図
る

定
村
理
事
長
か
ら

　
　
優
良
従
業
員
10
名
に
表
彰
状
を
授
与
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西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
27
年
７

月
８
日
、
大
阪
製
罐
㈱
本
社
・
工
場
で
４
年
ぶ
り

と
な
る
第
11
回
技
術
交
流
会
を
開
催
し
た
。
組
合

員
12
社
・
37
名
が
参
加
し
、
各
社
の
製
造
担
当
者

を
中
心
に
工
場
見
学
及
び
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ

た
。
情
報
交
換
会
で
は
、
安
全
教
育
、
社
員
教
育
、

製
造
ラ
イ
ン
の
備
品
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

全
体
会
議
で
は
、
同
社
石
橋
統
括
部
長
の
司
会
で

進
行
。
同
社
北
野
次
長
が
「
金
型
の
構
造
・
抜
き

絞
り
」
に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
画
面
で
説

明
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、
蓋
の
絞
り
缶
及
び
形

状
加
工
、
外
巻
蓋
の
工
程
、
不
良
見
本
、
材
質
・

焼
き
入
れ
硬
度
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、「
プ
レ
ス
作
業
の

日
常
業
務
で
困
っ
て
い
る
こ
と
」「
プ
レ
ス
作
業

の
中
で
各
社
工
夫
し
て
い
る
こ
と
の
実
例
」
な
ど
、

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
27
年
２

月
19
日
、
東
京
・
中
央
区
の
明
治
座
「
菊
の
間
」

で
第
35
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
た
。
組

合
員
各
社
か
ら
推
薦
さ
れ
た
優
良
従
業
員
10
名
を

表
彰
し
た
。
来
賓
と
し
て
関
東
経
済
産
業
局
産
業

部
製
造
産
業
課
梶
田
昌
幸
課
長
と
東
京
都
中
小
企

業
団
体
中
央
会
堀
内
忠
専
務
理
事
が
出
席
し
た
。

　

表
彰
式
は
野
口
雅
春
事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
。

広
浜
泰
久
副
理
事
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
た
あ
と
、

定
村
光
理
事
長
は
「
わ
が
国
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
長
寿
国
に
な
っ
た
。
一
方
で
若
い
働
き

手
が
減
っ
て
い
る
。
女
性
の
登
用
や
高
齢
者
の
活

用
な
ど
の
雇
用
対
策
も
必
要
だ
が
、
長
く
働
け
る

環
境
作
り
が
重
要
だ
。
そ
れ
に
は
健
康
第
一
で
、

そ
の
上
で
若
い
人
に
は
負
け
な
い
技
術

力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
た
人
材
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。
続
い
て
同
理
事
長
か
ら
受
賞
者
全

員
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、

齋
藤
製
罐
㈱
の
海
老
塚
浩
二
氏
が
謝
辞

を
述
べ
た
。
関
東
経
済
産
業
局
の
梶
田

課
長
、
東
京
中
央
会
の
堀
内
専
務
理
事

か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。
3
通
の
祝
電
が

披
露
さ
れ
た
の
ち
、
最
上
裕
光
常
任
理

事
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
記
念
撮
影
を

終
え
て
、
明
治
座
「
コ
ロ
ッ
ケ
35
周
年

記
念
公
演
」
を
楽
し
ん
だ
。

　17回目となる今回もスチール缶リサイ
クル協会、全国十八リットル缶工業組合
連合会と共同出展します。期間中はビジ
ネスパーソンから生活者、環境学習を目
的とした子どもたちまで様々なステークホ
ルダー約16万人が来場します。
　当ブースにぜひお立ち寄りください。

　このほど、全日本一般缶工業団体
連合会は需要家や一般消費者の皆
様に「一般缶」をよりよくご理解してい
ただくため、内容やデザインを一新し
た「一般缶リーフレット」を発行し、関
係方面に配布した。

エコプロダクツ２０１5に出展します

新版・一般缶リーフレットを発行

■平成27年12月10日（木）～12日（土）
■東京ビッグサイト東ホール全館

全日本一般缶工業団体連合会

製
造
に
携
わ
っ
て
い
る
者
の
生
の
声
や
他
社
の
場

合
ど
の
よ
う
に
不
都
合
を
克
服
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

受
賞
者
の
一
人
は
「
35
年
も
続
く
栄
誉
あ
る
表

彰
を
受
賞
し
大
変
光
栄
。
今
後
も
会
社
発
展
の
た

め
一
層
精
進
し
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
10
名
。

山
口
正
文（
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
）、小
貫
隆
史（
金

方
堂
松
本
工
業
㈱
）、
山
内
百
合
子
（
金
方
堂
松

本
工
業
㈱
）、
海
老
塚
浩
二
（
齋
藤
製
罐
㈱
）、
佐

藤
誠
一
（
㈱
ト
ー
カ
ン
）、
澤
田
将
史
（
㈱
ヒ
ロ

ハ
マ
）、藤
岡
真
一（
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
）、松
永
忠
幸（
水

戸
部
製
缶
㈱
）、
河
野
和
美
（
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
）、

武
田
克
（
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
）（
敬
称
略
）

「
モ
ノ
造
り
の
ロ
マ
ン
」を
追
い
続
け
需
要
創
出
の
取
り
組
み
に
奔
走

弔
辞

　

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長 

渋
谷
明
彦
様
の
ご
霊
前
に
謹
ん
で
お
別
れ
の
言
葉

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

渋
谷
さ
ん
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
渋
谷

さ
ん
、
突
然
の
訃
報
を
お
聞
き
し
ま
し
て
大
き
な

む
な
し
さ
と
深
い
悲
し
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
渋

谷
さ
ん
と
は
、
明
和
金
属
工
業
様
に
、
ご
入
社
さ

れ
て
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
し
た
。
灘
高
校
か
ら

東
京
大
学
工
学
部
修
士
課
程
を
ご
卒
業
後
、
新
日

本
製
鐵
に
ご
入
社
さ
れ
、
そ
の
間
、
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
ご
留
学
と
、
輝
か
し
い
ご
経

歴
で
す
が
、
ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
な
お
人
柄
で
、
私
と

は
同
じ
昭
和
21
年
生
ま
れ
で
も
あ
り
、
す
ぐ
に
親

し
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

若
い
頃
は
組
合
の
行
事
や
旅
行
で
同
業
の
若
手

の
方
々
と
、
い
ろ
ん
な
所
に
い
き
ま
し
た
ね
。
食

事
や
飲
み
に
も
よ
く
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
仕
事
の
事
や
遊
び
の
事
な
ど
い
ろ
ん
な
話

も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い
こ
と
が
今
と

な
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
最
近
は

飲
み
に
行
く
事
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
の

会
合
で
は
業
界
の
話
や
景
気
の
話
な
ど
さ
せ
て
い

缶
工
業
協
同
組
合
の
新
し
い
理
事
長
と
副
理
事
長

が
決
ま
り
ま
し
て
、
ほ
っ
と
さ
れ
た
事
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
引
き
続
き
ご
意
見
番
と
し
て

組
合
を
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
の
で
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。
あ
な
た
の
よ
う

な
優
秀
な
方
が
こ
ん
な
に
も
、
早
く
に
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
、
業
界
、
組
合
に
と
り
ま
し
て
も
、

あ
ま
り
に
も
惜
し
い
事
で
、
大
き
な
損
失
で
あ
る

と
痛
切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
の
組
合
の
行
事
に
ご
欠
席
に
な
ら
れ
た
事

を
お
聞
き
し
ま
し
て
、
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
の
初
め
に
組
合
の
会
合
で
お
会
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
う
ち
ご
様
子
を

伺
お
う
と
思
っ
て
居
ま
し
た
矢
先
の
こ
の
度
の
事

で
、
今
と
な
っ
て
は
、
そ
れ
が
私
に
と
り
ま
し
て

大
き
な
心
残
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

渋
谷
さ
ん
と
は
お
互
い
の
親
の
代
か
ら
、
親
し

く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
家
内
は
渋
谷

さ
ん
の
お
母
様
と
ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
、
ご
両
親

に
私
達
の
仲
人
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
時
は
お
父
様
に
葬
儀

委
員
長
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は
、
公
私
と

も
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
２
代
に
亘
り
ま
し
て
の
ご
厚
誼
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

渋
谷
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
は
ご
家
族
と
御
社
の
発

展
を
見
守
り
な
が
ら
、
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り

下
さ
い
。

　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
６
月
23
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

葬
儀
委
員
長　

清
水
浩
一

た
だ
き
、
そ
の
合
間
に
お
孫
さ
ん
の
事
を
楽
し
そ

う
に
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
見
た
こ

と
が
な
い
よ
う
な
嬉
し
そ
う
な
お
顔
で
し
た
。

　

平
成
10
年
に
明
和
金
属
工
業
株
式
会
社
の
社
長

に
就
任
さ
れ
、
現
在
ま
で
立
派
に
発
展
さ
せ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
一
般
缶
組
合
の
仕
事
に
つ
き
ま
し

て
も
、
熱
心
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
西
日
本
一
般

缶
工
業
協
同
組
合
の
理
事
長
を
４
期
８
年
、
全
日

本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
会
長
を
２
期
４
年
歴

任
さ
れ
、
卓
越
し
た
指
導
力
と
行
動
力
で
組
合
の

発
展
に
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
貢
献
に
対
し

ま
し
て
組
合
員
一
同
、
心
か
ら
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。

　

常
に
、
物
造
り
の
大
切
さ
と
、
物
造
り
に
ロ
マ

ン
を
、
と
熱
意
を
も
っ
て
、
皆
に
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
渋
谷
さ
ん
の
会
合
で
の
ご
挨
拶
は
天
下

一
品
で
し
た
。
声
が
よ
く
て
、
歯
切
れ
が
よ
く
て
、

ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
も
っ
て
数
字
に
強

く
、
い
つ
も
、
感
心
し
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ

の
お
声
を
こ
れ
か
ら
は
お
聞
き
で
き
な
い
と
思
う

と
寂
し
い
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

最
近
は
い
つ
も
、
組
合
の
世
代
交
代
を
気
に
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
５
月
に
西
日
本
一
般

　

こ
の
ほ
ど
、
故
渋
谷
明
彦
前
会
長
は
従
六

位
に
叙
さ
れ
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
た
。

　
一
般
缶
業
界
を
取
り
巻
く
需
要
環
境
の
厳

し
い
状
況
が
続
く
中
、
氏
は
２
期
４
年
に
わ

た
り
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
会
長

を
務
め一般
缶
の
良
さ
を
広
く
社
会
に
発
信
し
、

新
た
な
需
要
創
出
を
図
る
取
り
組
み
や
情
報

発
信
型
の
事
業
活
動
へ
の
転
換
な
ど
に
よ
り
、

同
業
界
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
ま
た
明
和
金

属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
、
利
益

率
が
低
下
す
る
中
で
、
小
ロ
ッ
ト
・
多
品
種

適
応
能
力
の
向
上
を
図
り
、
生
産
効
率
を
高

め
な
ど
し
て
、
需
要
家
の
幅
広
い
要
望
に
応

え
同
社
の
発
展
に
努
め
た
。
こ
う
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
章
と
な
っ
た
。

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
前
会
長
で
、
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
前
理
事
長
、
明
和

金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
渋
谷
明
彦
氏 

が
平
成
27
年
６
月
19
日
22
時
55
分
に
肝
細
胞
癌
の

た
め
死
去
し
た
。
享
年
69
歳
。

　

ま
た
葬
儀
・
告
別
式
が
６
月
23
日
、兵
庫
県
西
宮
市
の
西
宮
山
手
会
館
で
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、

約
5
0
0
人
が
参
列
し
た
。
葬
儀
委
員
長
の
清
水
浩
一
大
阪
製
罐
㈱
会
長
が
弔
辞
を
述
べ
た
。

故渋谷明彦前会長　

渋
谷
明
彦
前
会
長
が
死
去

故
渋
谷
明
彦
前
会
長

従
六
位
に
叙
さ
れ 

旭
日
双
光
章
受
章　
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走
奔
に
み
組
り
取
の
出
創
要
需
け
続
い
追
を」
ン
マ
ロ
の
り
造
ノ
モ
「

辞
弔

長
社
役
締
取
表
代
社
会
式
株
業
工
属
金
和
明

　

 葉
言
の
れ
別
お
で
ん
謹
に
前
霊
ご
の
様
彦
明
谷
渋

昭
じ
同
は

和
21

手
若
の
業
同
で
行
旅
や
事
行
の
合
組
は
頃
い
若

　

ま
き
だ
た
い
て
せ
さ
緒
一
ご
く
よ
も
に
み
飲
や
事

い
て
せ
さ
ど
な
話
の
気
景
や
話
の
界
業
は
で
合
会

長
事
理
副
と
長
事
理
い
し
新
の
合
組
同
協
業
工
缶

事
た
れ
ら
な
に
席
欠
ご
に
事
行
の
合
組
の
日
先

　

儀
葬
に
様
父
お
は
時
た
し
ま
り
な
く
亡
が
父
の
私

平

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
27

６
年

月
23
日

一
浩
水
清

　長
員
委
儀
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平

　

成
10

長
社
の
社
会
式
株
業
工
属
金
和
明
に
年

歴
年
４
期
２
を
長
会
会
合
連
体
団
業
工
缶
般
一
本

う
思
と
い
な
き
で
き
聞
お
は
ら
か
れ
こ
を
声
お
の

厳
の
境
環
要
需
く
巻
り
取
を
界
業
缶
般
一
　

長
会
会
合
連
体
団
業
工
缶
般
一
本
日
全
り
た

報
情
や
み
組
り
取
る

る

図
を
出
創
要
需
な
た
新

氏
彦
明
谷
渋
の
長
社
役
締
取
表
代
㈱
業
工
属
金

 

平
が

成
27

６
年

月
19
日
22
時
55

の
癌
胞
細
肝
に
分

年
69６

が
式
別
告
・
儀
葬
た
ま

　

月
23

約

0
0
5

故渋谷明彦前会長　

去
死
が
長
会
前
彦
明
谷
渋

長
会
前
彦
明
谷
渋
故

れ
さ
叙
に
位
六
従

 

　
　章
受
章
光
双
日
旭
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広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠
一
一
六
五
│
二

電　

話
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

冨
美
男

光
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
│
五
│
二
〇

電　

話
〇
七
二（
八
七
四
）〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
八
七
五
）四
二
五
二

代
表
取
締
役  

矢 

谷 

満
里
子

日
西
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
〇

電　

話
〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

代
表
取
締
役  

木 

下 

光 

美

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
│
一
一
│
二
四

電　

話
〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

　
　
　
　
　
　
　
　

  

四
│
一
〇
│
四
四

電　

話
〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

代
表
取
締
役  

馬 

場 

康 

之

善
友
金
属
株
式
会
社

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

健 

士

ネ
　
ピ
　
ユ
　
ー

株
式
会
社
Ｎ
・
Ｐ
・
Ｗ
技
研

大
阪
府
松
原
市
三
宅
西
四
│
五
四
三
│
一

電　

話
〇
七
二（
三
三
二
）二
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
三
三
三
）〇
二
五
二

代
表
取
締
役
社
長  

渡 

邉 

治 

樹

新
キ
ヨ
イ
鋼
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
一
│
四
〇

電　

話
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

紀 

人

株
式
会
社
井
上
博
商
店

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
│
一
二
│
八

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）九
四
四
九

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
│
一
四
五

電　

話
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

田 

中
　
康

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
七
一

電　

話
〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役
社
長  

中 

村
　
定

中
村
商
事
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

　
　
　
　
　
　
　

  

ト
ミ
キ
ン
ビ
ル
1
階

電　

話
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話
〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連
　
一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
│
三

電　

話
〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
│
五
│
一
五

電　

話
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
六
二

代
表
取
締
役
社
長  

強 

口 

照 

雄

富

安

株

式

会

社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
│
四
│
三
四

電　

話
〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

代
表
取
締
役  

岩 

橋
　
徹

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
金
属
工
場

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
│
一

電　

話
〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

忠 

臣

株
式
会
社
城
北
錻
力

　
　
　
　
　
　
印
刷
工
業
所

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
│
三
八
│
六

電　

話
〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿
冨
田
四
四
六
二

電　

話
〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

代
表
取
締
役  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
│
四
八
│
一
五

電　

話
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
│
二
│
三

電　

話
〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江

　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
二
二
│
一
四

電　

話
〇
六（
六
五
四
一
）九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

武 

田 

有 

広

三
幸
商
事
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
│
六
│
三

電　

話
〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

代
表
取
締
役  

是 
松 
重 

敏

是
松
鋼
商
株
式
会
社

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
│
一
四

電　

話
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
九

代
表
取
締
役
社
長  

清 

野 

泰 

樹

株
式
会
社
M
O
B
Y

埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
四
│
七
│
一

電　

話
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
八

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

新
里
機
工
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
│
二
│
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話
〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

会
　
長  

中 

田 

正 

和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

 　
　
　

 

協
同
組
合
連
合
会

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
│
三
│
二
八

電　

話
〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄
一
郎

大
阪
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　

一
│
七
│
三
八

電　

話
〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道
修
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
│
五
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
九

代
表
取
締
役  

中 

田 

成 

一

平
和
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
│
七
│
二
〇

電　

話
〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

代
表
取
締
役  

辻
　
亘 

彦

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
立
石
二
│
二
五
│
一

電　

話
〇
三（
三
六
九
三
）〇
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
四
）七
七
五
九

代
表
取
締
役  

定 

村
　
光

寺
島
製
缶
工
業
株
式
会
社

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
│
六

電　

話
〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
│
四
六
│
九

電　

話
〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

代
表
取
締
役  

加 

島
　
裕

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
│
二
八
│
一
一

電　

話
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

本 

多 

三 

郎

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
│
二
八
│
一
二

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
四

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

内 

雅 

夫

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

東
京
都
台
東
区
台
東
一
│
六
│
六

      　
　
　
　

  

第
一
古
茂
田
ビ
ル
２
Ｆ

電　

話
〇
三（
五
八
一
七
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）九
三
五
〇

会
　
長  

定 

村
　  

光

東
京
都
台
東
区
台
東
一
│
六
│
六

      　
　
　
　

  

第
一
古
茂
田
ビ
ル
２
Ｆ

電　

話
〇
三（
五
八
一
七
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）九
三
五
〇

理
事
長  

定 

村
　
光

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
四
│
一
七

       　
　
　
　

 　
　

千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

理
事
長  

中 

田 

成 

一

愛
知
県
瀬
戸
市
安
戸
町
一
三
│
八

電　

話
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

理
事
長  

池 

田 
祥 
三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
│
一
三
│
一

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

水
戸
部 

伸 

寿

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

埼
玉
県
八
潮
市
南
後
谷
五
〇
八
│
二

電　

話
〇
四
八（
九
三
五
）三
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
三
一
）一
八
四
九

代
表
取
締
役  

小 

黒 

保 

満

日
進
製
缶
株
式
会
社

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
│
一
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
三

代
表
取
締
役
社
長  

中 

川 

太 

郎

中
川
製
罐
株
式
会
社

神
奈
川
県
横
浜
市
瀬
谷
区
本
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
四
六
│
八

電　

話
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
三
五

代
表
取
締
役  

齋 

藤 

光 

由

齋
藤
製
罐
株
式
会
社

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話
〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

代
表
取
締
役  

神 

宮 

善
太
郎

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘
二
│
四
八
〇
七

電　

話
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

代
表
取
締
役
社
長  

杉 

浦 

由
記
夫

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
│
三
七
│
六

電　

話
〇
三（
三
六
五
四
）八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
五
五
）七
三
四
八

代
表
取
締
役  

澤 

田 

武 

史

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
│
二
四

電　

話
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

生
野
金
属
株
式
會
社

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

暑
中
お
見
舞

　 

申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
│
六
│
一

電　

話
〇
三（
六
八
六
七
）四
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長  

進 
藤 
孝 
生

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
│
二
│
三

      　
　
　
　
　

  

日
比
谷
国
際
ビ
ル

電　

話
〇
三（
三
五
九
七
）四
九
五
六

代
表
取
締
役
社
長  

柿 

木 

厚 

司

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
二
│
一
二

電　

話
〇
三（
五
二
一
一
）六
二
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
二
一
一
）〇
一
八
一

代
表
取
締
役
社
長  

隅 

田 

博 

彦

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
│
七

電　

話
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
八

理
事
長  

高 

野 

康 

弘

東
京
都
錻
力
地
金
商
業
協
同
組
合

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
五
五

電　

話
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
四
一

代
表
取
締
役  

髙 

垣 

悦 

夫

新
高
垣
製
缶
株
式
会
社

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話
〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
│
三
一
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

代
表
取
締
役
社
長  

川 

島
　
湊

西
部
容
器
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

代
表
取
締
役  

大
久
保 

八 

城

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
東
海
市
南
柴
田
町
ハ
の
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
三
八
│
一
三

電　

話
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
五

代
表
取
締
役  

大 

岩 

憲 

正

株
式
会
社
伊
賀
井
商
店
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広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠
一
一
六
五
│
二

電　

話
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

冨
美
男

光
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
│
五
│
二
〇

電　

話
〇
七
二（
八
七
四
）〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
八
七
五
）四
二
五
二

代
表
取
締
役  

矢 

谷 

満
里
子

日
西
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
〇

電　

話
〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

代
表
取
締
役  

木 

下 

光 

美

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
│
一
一
│
二
四

電　

話
〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

　
　
　
　
　
　
　
　

  

四
│
一
〇
│
四
四

電　

話
〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

代
表
取
締
役  

馬 
場 
康 

之

善
友
金
属
株
式
会
社

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

健 

士

ネ
　
ピ
　
ユ
　
ー

株
式
会
社
Ｎ
・
Ｐ
・
Ｗ
技
研

大
阪
府
松
原
市
三
宅
西
四
│
五
四
三
│
一

電　

話
〇
七
二（
三
三
二
）二
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
三
三
三
）〇
二
五
二

代
表
取
締
役
社
長  

渡 

邉 

治 

樹

新
キ
ヨ
イ
鋼
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
一
│
四
〇

電　

話
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

紀 

人

株
式
会
社
井
上
博
商
店

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
│
一
二
│
八

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）九
四
四
九

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
│
一
四
五

電　

話
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

田 

中
　
康

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
七
一

電　

話
〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役
社
長  

中 

村
　
定

中
村
商
事
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

　
　
　
　
　
　
　

  

ト
ミ
キ
ン
ビ
ル
1
階

電　

話
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話
〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連
　
一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
│
三

電　

話
〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
│
五
│
一
五

電　

話
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
六
二

代
表
取
締
役
社
長  

強 

口 

照 

雄

富

安

株

式

会

社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
│
四
│
三
四

電　

話
〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

代
表
取
締
役  

岩 

橋
　
徹

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
金
属
工
場

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
│
一

電　

話
〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

忠 

臣

株
式
会
社
城
北
錻
力

　
　
　
　
　
　
印
刷
工
業
所

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
│
三
八
│
六

電　

話
〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿
冨
田
四
四
六
二

電　

話
〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

代
表
取
締
役  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
│
四
八
│
一
五

電　

話
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
│
二
│
三

電　

話
〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江

　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
二
二
│
一
四

電　

話
〇
六（
六
五
四
一
）九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

武 

田 

有 

広

三
幸
商
事
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
│
六
│
三

電　

話
〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

代
表
取
締
役  

是 

松 

重 

敏

是
松
鋼
商
株
式
会
社

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
│
一
四

電　

話
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
九

代
表
取
締
役
社
長  

清 

野 

泰 

樹

株
式
会
社
M
O
B
Y

埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
四
│
七
│
一

電　

話
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
八

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

新
里
機
工
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
│
二
│
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話
〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

会
　
長  

中 

田 

正 

和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

 　
　
　

 

協
同
組
合
連
合
会

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
│
三
│
二
八

電　

話
〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄
一
郎

大
阪
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　

一
│
七
│
三
八

電　

話
〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道
修
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
│
五
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
九

代
表
取
締
役  

中 

田 

成 

一

平
和
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
│
七
│
二
〇

電　

話
〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

代
表
取
締
役  

辻
　
亘 

彦

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
立
石
二
│
二
五
│
一

電　

話
〇
三（
三
六
九
三
）〇
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
四
）七
七
五
九

代
表
取
締
役  

定 

村
　
光

寺
島
製
缶
工
業
株
式
会
社

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
│
六

電　

話
〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
│
四
六
│
九

電　

話
〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

代
表
取
締
役  

加 

島
　
裕

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
│
二
八
│
一
一

電　

話
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

本 

多 

三 

郎

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
│
二
八
│
一
二

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
四

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

内 

雅 

夫

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

東
京
都
台
東
区
台
東
一
│
六
│
六

      　
　
　
　

  

第
一
古
茂
田
ビ
ル
２
Ｆ

電　

話
〇
三（
五
八
一
七
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）九
三
五
〇

会
　
長  

定 

村
　  

光

東
京
都
台
東
区
台
東
一
│
六
│
六

      　
　
　
　

  

第
一
古
茂
田
ビ
ル
２
Ｆ

電　

話
〇
三（
五
八
一
七
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）九
三
五
〇

理
事
長  

定 

村
　
光

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
四
│
一
七

       　
　
　
　

 　
　

千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

理
事
長  

中 

田 

成 

一

愛
知
県
瀬
戸
市
安
戸
町
一
三
│
八

電　

話
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

理
事
長  

池 

田 

祥 

三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
│
一
三
│
一

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

水
戸
部 

伸 

寿

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

埼
玉
県
八
潮
市
南
後
谷
五
〇
八
│
二

電　

話
〇
四
八（
九
三
五
）三
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
三
一
）一
八
四
九

代
表
取
締
役  

小 

黒 

保 

満

日
進
製
缶
株
式
会
社

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
│
一
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
三

代
表
取
締
役
社
長  

中 

川 

太 

郎

中
川
製
罐
株
式
会
社

神
奈
川
県
横
浜
市
瀬
谷
区
本
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
四
六
│
八

電　

話
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
三
五

代
表
取
締
役  

齋 

藤 

光 

由

齋
藤
製
罐
株
式
会
社

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話
〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

代
表
取
締
役  

神 

宮 

善
太
郎

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘
二
│
四
八
〇
七

電　

話
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

代
表
取
締
役
社
長  

杉 

浦 

由
記
夫

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
│
三
七
│
六

電　

話
〇
三（
三
六
五
四
）八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
五
五
）七
三
四
八

代
表
取
締
役  

澤 

田 

武 

史

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
│
二
四

電　

話
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

生
野
金
属
株
式
會
社

暑
中
お
見
舞

　 

申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
│
六
│
一

電　

話
〇
三（
六
八
六
七
）四
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長  

進 

藤 

孝 

生

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
│
二
│
三

      　
　
　
　
　

  

日
比
谷
国
際
ビ
ル

電　

話
〇
三（
三
五
九
七
）四
九
五
六

代
表
取
締
役
社
長  

柿 

木 

厚 

司

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
二
│
一
二

電　

話
〇
三（
五
二
一
一
）六
二
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
二
一
一
）〇
一
八
一

代
表
取
締
役
社
長  

隅 

田 

博 

彦

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
│
七

電　

話
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
八

理
事
長  

高 

野 

康 

弘

東
京
都
錻
力
地
金
商
業
協
同
組
合

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
五
五

電　

話
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
四
一

代
表
取
締
役  

髙 

垣 

悦 

夫

新
高
垣
製
缶
株
式
会
社

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話
〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
│
三
一
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

代
表
取
締
役
社
長  

川 

島
　
湊

西
部
容
器
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

代
表
取
締
役  

大
久
保 

八 

城

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
東
海
市
南
柴
田
町
ハ
の
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
三
八
│
一
三

電　

話
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
五

代
表
取
締
役  

大 

岩 

憲 

正

株
式
会
社
伊
賀
井
商
店
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平
成
27
年
8
月
か
ら

平
成
28
年
1
月
ま
で
の
行
事
予
定

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

2
／
19　

第
35
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

3
／
6　

第
２
回
活
路
開
拓
委
員
会

3
／
11　

東
京
都
紙
器
工
業
協
同
組
合
役
員

　
　
　
　

懇
談
会

3
／
13　

第
１
回
総
務
委
員
会

3
／
13　

第
５
回
理
事
会
（
役
員
会
）

3
／
18　

東
京
中
央
会
「
平
成
26
年
下
期
情

　
　
　
　

報
連
絡
員
報
告
会
」

3
／
19　

事
務
局
長
協
会「
第
59
回
定
期
総
会
」

3
／
27　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
中
小
企
業

　
　
　
　

支
援
・
施
策
説
明
会
」

4
／
1　

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
会
議

4
／
15　

第
58
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

4
／
17　

監
事
会

4
／
22　

組
合
士
協
会
「
役
員
会
」

4
／
24　

第
１
回
理
事
会
（
役
員
会
）

4
／
27　

東
京
中
央
会
「
小
規
模
事
業
者
持

　
　
　
　

続
化
支
援
事
業
説
明
会
」

5
／
15　

組
合
士
協
会
「
特
別
講
演
会
・
第

　
　
　
　

40
回
通
常
総
会
」

5
／
19　

一
般
缶
経
営
戦
略
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

5
／
19　

第
37
回
通
常
総
会

5
／
28　

東
京
中
央
会
「
第
63
回
通
常
総
会
」

6
／
11　

鉄
二
健
保
組
合「
算
定
基
礎
説
明
会
」

6
／
16　

水
戸
部
武
寿
相
談
役
（
元
理
事
長
）

　
　
　
　

慰
労
会

6
／
23　

第
１
回
流
通
委
員
会

6
／
26　

第
１
回
活
路
開
拓
委
員
会

7
／
3　

第
１
回
常
任
理
事
会

7
／
7　

三
井
生
命
保
険
「
異
業
種
交
流
会
」

7
／
15　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
平
成
27
年

　
　
　
　

度
団
体
情
報
連
絡
会
」

7
／
22　

第
２
回
活
路
開
拓
委
員
会

7
／
24　

第
１
回
財
務
特
別
委
員
会

7
／
24　

臨
時
理
事
会

7
／
24　

第
１
回
Ｐ
Ｒ
委
員
会

7
／
30　

紙
器
工
場
見
学
会

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

4
／
2　

役
員
会

5
／
14　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

5
／
21　

第
47
期
通
常
総
会

7
／
8　

技
術
交
流
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

2
／
5　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
研
修
会
・

　
　
　
　

新
年
会
」

2
／
6　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ー
缶
第
３
弾

　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
投
票
抽
選
会

2
／
20　

鉄
鋼
産
業
取
引
適
正
化
ガ
イ
ド
ラ

　
　
　
　

イ
ン
改
訂
検
討
Ｗ
Ｇ
会
議

3
／
13　

第
５
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

3
／
13　

理
事
会
（
役
員
会
）

3
／
17　

経
済
産
業
省
鉄
鋼
課
工
場
見
学
会

　
　
　
　
（
明
祐
工
業
㈱
柏
の
葉
工
場
）

4
／
2　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

4
／
14　

経
済
産
業
省
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

　
　
　
　

度
に
関
す
る
説
明
会
」

4
／
24　

会
計
監
査

5
／
20　

経
済
産
業
省
「
栄
典
制
度
説
明
会
」

6
／
9　

経
済
産
業
省
鉄
鋼
課
「
平
成
27
年

　
　
　
　

度
鉄
鋼
製
品
業
況
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

6
／
10　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
第
53
期
通

　
　
　
　

常
総
会
」

6
／
12　

第
37
回
定
時
総
会

6
／
12　

第
１
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

6
／
15　

経
済
産
業
省
鉄
鋼
課
「
人
事
異
動

　
　
　
　

歓
送
迎
会
」

6
／
23　

渋
谷
明
彦
前
会
長　

告
別
式

7
／
3　

一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

　
　
　
　

ラ
ム
2
0
1
5

7
／
9　

経
済
産
業
省
鉄
鋼
課
「
人
事
異
動

　
　
　
　

歓
送
迎
会
」

7
／
29　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

2
／
13
〜
14　

研
修
旅
行
「
新
日
鐵
住
金
㈱

　
　
　
　

八
幡
製
鉄
所
」

3
／
21　

第
９
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

8
／
6　

第
１
回
教
育
・
組
織
委
員
会

9
／
11　

事
務
局
長
協
会
「
都
外
研
修
会
」

9
／
16　

第
２
回
流
通
委
員
会

9
／
16　

第
２
回
常
任
理
事
会

9
／
16　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

10
／
7　

東
京
中
央
会
「
中
小
企
業
ト
ッ
プ

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
」

平
成
27
年
2
月
か
ら

　　
　
　
　
7
月
ま
で
の
行
事

組
合
伝
言
板

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

　

平
成
27
年
５
月
14
日
大
阪
府
の
池
田
カ
ン

ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
晴
天
の
下
、
第
１
４
５

回
の
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

◆
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

平
成
27
年
４
月
15
日
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
梅
郷
コ
ー
ス
で
第
58
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を

開
催
。
今
回
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
見
直
し

を
行
っ
た
。
参
加
者
は
21
名
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝  

小
黒
保
満
氏
（
日
進
製
缶
）

　
　
　
　
　
　
　
　

48
・
39
・
87
・
12
・
75

二
位　

中
田
正
和
氏
（
大
成
ブ
リ
キ
印
刷
）

　
　
　
　
　
　
　
　

44
・
47
・
91
・
15
・
76

三
位　

鴫
原
邦
明
氏(

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ)

　
　
　
　
　
　
　
　

51
・
43
・
94
・
17
・
77

　

次
回
は
平
成
27
年
秋
に
行
う
予
定
。

◆
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

平成２６年１２月～平成２７年５月までの一般缶生産出荷実績

      26.12

  27.  1

2

3

4

5

26.12

  27.  1

  2

 3

  4

 5

年　月

経
済
産
業
省
デ
ー
タ

連
合
会
デ
ー
タ

生　産
出　　荷

販　売 その他
在　庫

（単位：ｔ）

５，５２０ 
（７，０５９）
４，９１９ 
（５，０６０）
５，１５３ 
（５，２７４）
５，２９５ 
（６，２１９）
５，４９８ 
（５，４８９）
４，９００ 
（５，２１９）
４，０７９ 
（４，４８８）
３，４９１ 
（３，６７２）
３，６６５ 
（３，８７２）
３，９１５ 
（４，２２７）
３，９３６ 
（３，９６７）
３，５９５ 
（３，７９７）

５，２２８ 
（７，０３９）
４，８０７ 
（４，２７６）
４，９２９ 
（４，７３７）
５，１７５ 
（５，５４２）
５，０３０ 
（５，１８１）
４，８８９ 
（５，２４７）
４，２１４ 
（４，６４２）
３，５６０ 
（３，５１５）
３，５０９ 
（３，７４４）
　３，９３８ 
（４，１７３）
３，８５９ 
（３，８０１）
３，５４６ 
（３，６１９）

３６０ 
（１２２）
２７７ 
（８４）
３８７ 
（８５）
５１５ 
（９１）
５３５ 
（１０１）
４１３ 
（９４）

７，５１２ 
（７，１１９）
７，４３８ 
（７，６７５）
７，３８１ 
（７，８５６）
７，１３３ 
（８，０８０）
７，２１１ 
（７，９８２）
６，９９０ 
（７，６５２）
４，１０１ 
（３，８２０）
４，０２５ 
（３，９４０）
４，０９４ 
（３，９９６）
４，０３４ 
（３，９８１）
４，０４７ 
（４，１０５）
４，０３２ 
（４，２１２）

（　）内は前年同月実績
経済産業省データは生産動態統計鉄鋼月報より転載

10
／
19　

東
京
中
央
会
「
創
立
60
周
年
記
念

　
　
　
　

表
彰
式
」

11
／
6　

事
務
局
長
協
会
「
職
員
交
歓
会
」

11
／
12　

一
般
缶
品
質
管
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
／　
　

第
59
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

12
／　
　

忘
年
会

平
成
28
年

1
／
22　

第
３
回
常
任
理
事
会

1
／
22　

第
３
回
理
事
会
（
役
員
会
）

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

8
／
7　

役
員
会　

9
／
10　

合
同
部
会

10
／
15　

４
Ｓ
会

10
／
21　

缶
友
会
ゴ
ル
フ

12
／
4　

役
員
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

9
／
10　

ほ
わ
っ
と
・
カ
ン
カ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
　

テ
ィ 

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

　
　
　
　

in
大
阪

10
／
2　

第
２
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

10
／
2　

第
40
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会

　
　
　
　

協
議
会

12
／
10
〜
12　

環
境
展
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

　
　
　
　

2
0
1
5
」

平
成
28
年

1
／
8　

三
役
年
始
挨
拶
回
り

1
／
22　

新
年
賀
詞
交
歓
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

8
／
18　

会
計
監
査

8
／
26　

平
成
26
年
度
通
常
総
会

8
／
26　

納
涼
会

12
／　
　

忘
年
会

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
五
│
一
七
│
二

電　

話
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

代
表
取
締
役  

大 
貫 
賢 
充

大
貫
金
属
工
業
株
式
会
社

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

優
勝　

是
松
一
郎
氏
（
是
松
鋼
商
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

45
・
42
・
17
・
70

二
位　

小
田
弘
昭
氏
（
新
日
鐵
住
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

47
・
53
・
30
・
70

三
位　

馬
場
康
之
氏
（
善
友
金
属
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

40
・
42
・
11
・
71

　

次
回
は
平
成
27
年
10
月
に
行
う
予
定
。

千
葉
県
船
橋
市
南
海
神
一
│
八
│
一

電　

話
〇
四
七（
四
三
五
）〇
〇
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
三
三
）九
七
六
一

代
表
取
締
役  

大 

塚 

吉 

弘

日
本
メ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

《
住
所
変
更
》

㈱
メ
タ
ル
ワ
ン

　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
２
│
７
│
２　

　
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー 

　

電　

話
（
０
３
）
６
７
７
７
│
２
２
９
７
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